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第
三
章 

旧
山
崎
家
住
宅
の
解
説 

 

三
―
一 
建
造
物
の
現
況 

（
一
） 

主
屋 

  

木
造
平
屋
建
で
、
一
部
二
階
を
付
け
る
。
桁
行
は
、
一
九
・
五
ｍ
で
、
梁
間

は
一
一
・
八
ｍ
で
南
面
す
る
。
屋
根
は
、
切
妻
造
で
、
四
周
に
一
間
幅
の
下
屋

を
付
け
る
。
主
庭
に
面
す
る
西
側
の
下
屋
と
式
台
は
銅
板
葺
で
、
そ
の
他
は
桟

瓦
葺
で
あ
る
。
平
面
は
大
き
く
西
側
の
床
上
部
、
東
側
の
土
間
部
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
床
上
部
は
三
列
三
間
に
部
屋
を
割
り
つ
け
た
構
成
で
、
そ
の
南

側
中
央
に
式
台
玄
関
を
設
け
、
一
間
幅
の
広
縁
を
南
面
か
ら
西
面
に
か
け
て
矩

折
れ
に
廻
す
。
正
面
側
の
居
間
・
廊
下
と
玄
関
の
上
部
に
二
階
を
造
り
使
用
人

部
屋
と
す
る
。
今
調
査
で
は
、
土
間
側
棟
木
下
面
に
和
釘
二
本
に
て
打
ち
付
け

ら
れ
た
棟
札
を
発
見
し
、
安
政
三
年
建
設
が
判
明
し
た
。 

床
上
部
は
部
屋
を
東
西
に
三
列
一
〇
室
設
け
、
一
間
を
ほ
ぼ
六
尺
と
す
る
柱

割
で
計
画
さ
れ
る
。
西
列
は
表
側
か
ら
、
次
の
間
、
表
座
敷
、
小
座
敷
と
続
き
、

表
座
敷
、
次
の
間
、
小
座
敷
に
広
縁
を
設
け
る
。
中
列
は
十
畳
間
、
八
畳
間
、

仏
間
を
並
べ
十
畳
前
方
に
取
次
、
式
台
を
設
け
る
。
土
間
境
列
は
、
居
間
、
廊

下
、
新
座
敷
、
物
置
を
並
べ
る
。
土
間
部
は
表
中
後
の
三
列
に
分
け
、
表
列
に

玄
関
、
応
接
室
、
便
所
を
並
べ
、
中
列
に
作
業
場
、
物
置
、
洗
面
所
、
風
呂
を

配
し
、
裏
列
は
食
堂
、
台
所
を
並
べ
る
。 

構
造
は
礎
石
を
自
然
石
と
し
、
土
台
を
ま
わ
す
。
柱
は
す
べ
て
目
の
詰
ま
っ

た
桧
材
の
角
柱
で
あ
る
。
土
間
境
に
は
三
三
三
㎜
の
大
黒
柱
を
建
て
、
各
室
の

柱
は
、
座
敷
廻
り
で
一
三
〇
㎜
、
八
畳
間
、
仏
間
、
茶
の
間
西
列
及
び
土
間
部

主
要
柱
は
一
七
五
㎜
で
あ
る
。
小
屋
組
は
、
土
間
部
と
床
上
部
で
架
構
を
変
え

て
い
る
。
土
間
部
は
三
段
に
梁
を
組
む
が
、
床
上
部
は
二
段
に
梁
を
組
み
、
そ

の
上
を
束
と
貫
だ
け
で
小
屋
を
組
み
、
要
所
に
は
筋
違
風
の
斜
材
を
付
け
る
。 

図 3-1 主屋室名 

小座敷

応接室 
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各
室
の
構
成 

床
上
部
は
三
区
画
で
き
、
正
面
側
の
表
座
敷
を
中
心
と
し
た
四

室
及
び
式
台
・
取
次
が
あ
る
上
手
、
小
座
敷
を
中
心
と
し
た
三
室
の
下
手
、
残

り
の
三
室
の
土
間
境
に
分
類
し
各
室
の
構
成
を
見
た
い
。
土
間
部
は
、
前
、
中
、

後
列
に
区
分
で
き
る
が
、
後
世
の
改
造
が
著
し
い
。
こ
こ
で
は
、
床
上
部
（
特

に
上
手
、
下
手
）
を
中
心
に
述
べ
、
土
間
部
な
ど
改
変
が
大
き
い
箇
所
は
規
模

と
特
筆
す
べ
き
点
の
み
を
記
す
。 

床
上
部
上
手 

表
座
敷
は
、
桁
行
、
梁
間
と
も
に
二
間
の
規
模
で
あ
る
。
広
縁

境
に
は
、
腰
付
障
子
（
桟
は
黒
漆
塗
）
を
引
違
い
に
入
れ
る
。
南
面
の
次
の
間

境
は
、
襖
四
枚
が
引
違
い
で
入
れ
、
欄
間
に
山
崎
家
の
赤
松
を
題
材
と
し
た
透

か
し
欄
間
を
入
れ
る
。
北
面
に
は
床
を
西
に
、
床
脇
を
東
に
な
ら
べ
、
奥
行
き

は
半
間
で
あ
る
。
床
は
、
床
框
・
落
掛
を
黒
漆
塗
と
し
て
、
狆
潜
り
を
設
け
る
。

棚
は
違
棚
、
天
袋
を
備
え
、
踏
込
は
畳
敷
き
で
あ
る
。
内
法
長
押
は
全
体
に
廻

し
つ
け
、
釘
隠
し
を
設
け
る
。
壁
面
は
聚
楽
塗
り
で
、
床
の
壁
は
、
張
付
壁
で

あ
る
。
天
井
は
幅
広
の
杉
板
を
用
い
た
棹
縁
天
井
を
吊
る
。 

 

次
の
間
は
、
桁
行
、
梁
間
と
も
に
二
間
の
規
模
で
、
西
面
、
南
面
の
広
縁
境

に
は
、
腰
付
障
子
（
桟
は
黒
漆
塗
）
を
引
違
い
に
入
れ
る
。
東
面
の
十
畳
間
境

は
、
襖
四
枚
が
引
違
い
で
い
れ
、
欄
間
は
設
け
な
い
。
内
法
長
押
は
全
体
に
廻

し
つ
け
、
楕
円
の
釘
隠
し
を
設
け
る
。 

八
畳
間
は
、
桁
行
、
梁
間
と
も
に
二
間
の
規
模
で
あ
る
。
北
面
は
白
襖
を
四

枚
、
南
面
は
杉
板
戸
（
桟
黒
漆
塗
）
を
四
枚
引
違
に
入
れ
、
亀
甲
の
金
網
を
欄

間
に
納
め
る
。
西
面
は
押
入
を
三
か
所
設
け
る
。
四
周
に
長
押
を
廻
し
、
菊
菱

の
釘
隠
し
を
打
つ
。 

十
畳
間
は
、
桁
行
二
間
半
、
梁
間
二
間
の
規
模
で
東
面
境
は
、
一
間
半
幅
の

白
襖
と
半
間
の
白
襖
の
二
枚
を
い
れ
る
。
一
間
半
の
襖
は
通
常
閉
め
た
状
態
で

使
わ
れ
る
。 

 

広
縁
は
、
下
屋
部
に
位
置
し
畳
敷
き
で
、
内
側
に
硝
子
入
紙
貼
障
子
、
外
に

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
ュ
を
入
れ
、
く
れ
縁
を
設
け
る
。
内
法
長
押
は
杉
面
皮
つ
き
と

し
四
周
に
廻
し
、
釘
隠
し
を
打
つ
が
、
一
部
、
表
座
敷
と
次
の
間
境
に
は
、
松

紋
を
使
用
す
る
（
た
だ
し
洋
釘
打
）
。
天
井
は
二
ｍ
と
低
い
棹
縁
天
井
で
あ
る
。 

取
次
は
十
畳
間
の
南
側
に
つ
き
、
下
屋
部
分
に
相
当
す
る
。
桁
行
き
二
間
半
、

梁
間
一
間
の
規
模
で
、
広
縁
と
同
様
に
天
井
を
低
く
す
る
。
南
面
は
、
開
口
部

と
し
て
式
台
に
接
続
し
、
西
側
の
一
間
は
主
庭
に
面
す
る
。
内
側
に
硝
子
入
紙

貼
障
子
、
外
に
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
ュ
を
入
れ
、
く
れ
縁
が
付
く
。 

 

式
台
は
、
取
次
の
前
方
一
間
半
に
礎
石
を
据
え
、
式
台
柱
を
建
て
る
。
式
台

床
、
一
級
の
階
段
を
設
け
、
土
間
は
切
石
の
四
半
敷
き
で
あ
る
。
柱
は
角
柱
で
、

正
面
柱
上
部
に
舟
肘
木
を
乗
せ
、
桁
を
受
け
る
。
壁
面
は
漆
喰
塗
で
、
両
脇
腰

は
板
張
で
あ
る
。
内
法
長
押
は
、
取
次
側
の
み
付
け
、
正
面
は
格
子
欄
間
を
設

け
る
。
天
井
は
格
天
井
で
杉
板
を
乗
せ
る
な
ど
格
式
を
高
く
造
る
。 

 
 

図 3-2 取次から表座敷を望む 

図 3-3 西側広縁（北を望む） 
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床
上
部
下
手 

下
手
の
中
心
と
な
る
小
座
敷
は
、
桁
行
、
梁
間
と
も
に
二
間
の

規
模
で
、
東
面
の
茶
の
間
境
は
、
白
襖
（
桟
は
黒
漆
塗
り
）
を
引
違
い
に
入
れ
、

仏
間
境
に
押
入
を
設
け
る
。
北
面
の
広
縁
境
は
現
状
建
具
を
建
て
こ
ま
れ
て
い

な
い
が
、
敷
居
鴨
居
と
も
に
二
本
溝
で
あ
り
、
広
縁
境
で
あ
る
た
め
表
座
敷
周

辺
と
同
様
で
四
枚
の
腰
付
障
子
と
思
わ
れ
る
。
西
面
は
床
、
床
脇
を
並
べ
、
奥

行
き
は
半
間
で
あ
る
。
床
両
脇
の
壁
面
に
は
北
面
に
下
地
窓
、
南
面
に
中
空
に

小
窓
を
設
け
る
。
床
脇
は
、
地
袋
を
設
け
上
面
の
天
板
を
棚
と
し
天
袋
を
付
け

る
。
南
面
は
、
幅
一
間
、
奥
行
半
間
の
押
入
（
天
袋
付
）
を
つ
く
る
。
内
法
長

押
は
四
周
に
回
し
、
釘
隠
し
は
千
鳥
で
あ
る
。
天
井
は
棹
縁
天
井
を
吊
る
。 

 

小
座
敷
の
北
側
を
広
縁
と
し
て
、
桁
行
一
間
半
、
梁
間
一
間
の
規
模
で
あ
る
。

北
面
の
縁
境
は
腰
付
障
子
を
四
枚
入
れ
る
。
西
面
は
杉
板
戸
（
桟
は
黒
漆
塗
り
）

を
二
枚
引
き
違
い
に
入
れ
、
東
面
は
壁
と
し
天
袋
を
設
け
る
。
内
法
長
押
は
設

け
ず
、
天
井
は
二
ｍ
と
低
い
棹
縁
天
井
で
あ
る
。 

茶
の
間
は
、
桁
行
二
間
半
、
梁
間
二
間
の
規
模
で
、
西
面
に
押
入
を
設
け
る
。

北
面
は
縁
境
で
、
腰
付
障
子
を
四
枚
入
れ
る
。
東
面
は
中
柱
を
設
け
、
各
間
腰

付
障
子
を
二
枚
引
き
違
い
に
入
れ
る
。
南
面
の
仏
間
境
は
、
腰
付
障
子
を
四
枚

い
れ
、
成
の
低
い
格
子
の
欄
間
を
設
け
る
。
内
法
長
押
は
仏
間
境
の
み
付
け
、

天
井
は
棹
縁
天
井
で
あ
る
。 

仏
間
は
、
桁
行
二
間
半
、
梁
間
一
間
半
の
規
模
で
、
西
面
に
仏
壇
、
両
脇
に

押
入
を
つ
く
る
。
床
は
畳
敷
き
で
あ
る
が
、
押
入
前
の
取
り
合
い
は
板
敷
き
で

あ
る
。
仏
壇
は
両
折
れ
の
襖
で
、
仏
壇
脇
は
片
開
き
の
襖
を
入
れ
る
。
内
法
長

押
は
四
周
廻
し
入
れ
、
釘
隠
し
は
欠
失
し
て
い
る
。
天
井
は
棹
縁
天
井
で
あ
る
。 

床
上
部
土
間
境 

正
面
に
居
間
を
設
け
、
桁
行
、
梁
間
共
に
二
間
で
あ
る
。
西

面
及
び
南
面
内
法
は
差
鴨
居
を
渡
し
て
軸
部
を
固
め
る
。
天
井
は
根
太
天
井
で
、

正
面
一
間
の
下
屋
は
、
化
粧
屋
根
裏
と
す
る
。
中
央
に
新
座
敷
を
造
り
、
桁
行
、

梁
間
共
に
二
間
で
あ
る
。
床
、
床
脇
を
北
面
に
設
け
、
南
西
隅
の
天
井
に
二
階

に
上
り
口
を
設
け
、
北
西
隅
に
は
大
黒
柱
を
建
て
る
。
背
面
側
物
置
は
桁
行
一

間
半
、
梁
間
三
間
と
し
、
板
敷
き
、
棹
縁
天
井
で
あ
る
。
東
側
半
間
を
廊
下
と

し
、
北
面
に
は
縁
が
続
く
。 

土
間
部
前
列 

西
か
ら
玄
関
、
廊
下
、
便
所
が
並
ぶ
前
列
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
梁

間
は
二
間
で
、
桁
行
は
、
玄
関
・
応
接
室
が
二
間
で
便
所
が
一
間
半
で
あ
る
。

前
方
に
一
間
幅
の
下
屋
が
付
き
、
桁
行
一
間
半
幅
の
土
間
と
廊
下
が
続
く
。
そ

れ
ぞ
れ
、
板
敷
で
、
天
井
は
玄
関
を
根
太
天
井
と
し
、
そ
の
他
は
新
建
材
に
よ

り
張
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
二
階
は
居
間
、
廊
下
、
玄
関
の
上
部
に
設
け
、
桁
行

四
間
、
梁
間
二
間
の
規
模
で
つ
く
る
。
内
部
は
一
室
で
、
床
は
板
敷
き
、
南
北

面
に
押
入
を
設
け
、
天
井
は
棹
縁
天
井
で
あ
る
。 

土
間
部
中
列 

西
か
ら
作
業
部
屋
、
物
置
、
洗
面
所
及
び
風
呂
を
並
べ
、
床
上

部
境
は
半
間
幅
の
廊
下
で
あ
る
。
作
業
部
屋
は
桁
行
、
梁
間
と
も
に
二
間
の
規

模
で
、
床
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
あ
る
。
物
置
は
桁
行
二
間
、
梁
間
一
間
の
規
模

で
あ
る
。 

土
間
部
後
列 

食
堂
は
、
桁
行
、
梁
間
共
に
三
間
の
規
模
で
、
約
一
尺
程
度
床

の
高
さ
を
下
げ
板
敷
き
で
あ
る
。
室
内
に
間
仕
切
り
は
設
け
な
い
が
、
北
側
一

間
は
下
屋
と
な
る
。
南
に
半
間
幅
の
廊
下
に
接
続
し
、
南
面
は
一
間
幅
の
戸
を

二
枚
引
き
違
い
に
入
れ
る
（
た
だ
し
後
世
の
建
て
こ
み
）
。
西
面
は
、
北
側
一

間
に
杉
板
戸
を
引
き
違
い
に
入
れ
、
東
面
は
、
台
所
境
と
な
り
、
北
側
一
間
に

片
引
き
の
ガ
ラ
ス
戸
を
一
枚
入
れ
、
南
側
は
配
膳
用
の
窓
を
設
け
る
。
天
井
は

合
板
張
り
で
あ
る
が
、
東
側
一
間
の
み
棹
縁
天
井
で
あ
る
。 

 
台
所
は
、
桁
行
二
間
、
梁
間
三
間
の
規
模
の
板
敷
き
で
、
食
堂
よ
り
更
に
一

段
床
を
下
げ
る
。
北
東
隅
に
勝
手
口
を
設
け
、
北
・
東
面
に
調
理
台
を
設
け
る
。

天
井
は
棹
縁
天
井
で
、
下
屋
側
は
化
粧
屋
根
裏
で
あ
る
。 
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図 3-4 小座敷から見る広縁 

図 3-5 茶の間（東面） 

図 3-6 八畳・仏間・茶の間（南より） 

図 3-7 仏間（西面） 

図 3-8 新座敷（南より） 

図 3-9 二階（東より） 

図 3-10 正面土間側の縁（東より） 

図 3-11 台所（北西より） 



 

 

 21

（
二
） 

奥
座
敷
棟 

  

桁
行
一
一
・
八
ｍ
、
梁
間
八
・
二
ｍ
、
寄
棟
造
、
桟
瓦
葺
で
あ
る
。
奥
座
敷

棟
は
主
屋
北
西
に
位
置
し
て
お
り
、
雁
行
状
し
た
渡
り
廊
下
で
結
ば
れ
る
。
建

物
は
堀
の
直
上
に
造
ら
れ
、
堀
は
煉
瓦
積
み
の
暗
渠
で
繋
が
る
。
渡
り
廊
下
は

幅
一
間
で
天
井
を
蒲
鉾
型
と
し
た
特
徴
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
挟
ん
で
、
最
奥

の
西
に
一
二
・
五
畳
の
奥
座
敷
、
東
に
八
畳
間
を
配
置
す
る
。
奥
座
敷
は
芝
庭

を
望
む
よ
う
に
南
と
西
を
半
間
の
縁
を
廻
ら
す
。
座
敷
飾
り
は
、
床
、
違
棚
、

置
床
、
平
書
院
を
設
け
、
天
井
は
幅
広
の
杉
板
を
用
い
た
大
和
天
井
と
す
る
。 

構
造
は
、
切
石
布
基
礎
を
設
け
、
柱
を
建
て
る
。
柱
は
目
の
詰
ま
っ
た
桧
を

用
い
、
概
ね
一
二
四
㎜
程
度
の
角
柱
で
、
奥
座
敷
は
、
四
方
柾
を
使
用
す
る
。

小
屋
組
は
、
和
小
屋
で
桁
に
上
屋
梁
を
渡
し
桁
行
方
向
の
梁
を
受
け
る
。
こ
の

梁
は
長
大
で
、
一
本
物
の
松
材
で
あ
る
。
初
重
の
梁
組
に
束
を
建
て
、
さ
ら
に

桁
行
き
方
向
の
梁
を
受
け
、
棟
束
を
建
て
棟
木
を
受
け
る
。 

屋
根
は
、
雁
行
し
た
平
面
形
状
に
合
わ
せ
た
寄
棟
造
で
、
棟
は
東
西
を
延
び

る
。
上
屋
は
桟
瓦
葺
で
、
下
屋
は
西
側
を
銅
板
葺
、
東
側
は
桟
瓦
葺
で
あ
る
。 

な
お
、
建
築
年
代
に
関
す
る
明
確
な
史
料
は
発
見
で
き
な
い
が
、
「
掛
川
行

在
所
平
面
図
」
（
図
三-

三
八
）
に
は
別
の
建
物
が
記
載
さ
れ
、
後
述
す
る
が
、

九
代
目
淳
一
郎
が
写
る
古
写
真
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
中
期
か
ら
大
正
初
期

ま
で
に
造
ら
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。 

各
室
の
構
成 

奥
座
敷
は
、
桁
行
、
梁
間
共
に
二
間
半
の
規
模
で
、
南
及
び
西

面
に
半
間
幅
の
縁
を
設
け
、
北
及
び
東
面
に
一
間
幅
の
蒲
鉾
型
天
井
の
廊
下
を

付
け
る
。
広
縁
境
は
、
腰
付
紙
張
障
子
を
四
枚
引
き
違
い
に
入
れ
、
欄
間
は
明

か
り
障
子
を
一
間
ご
と
引
き
違
い
で
入
れ
る
。
廊
下
側
は
襖
を
四
枚
引
き
違
い

に
入
れ
欄
間
は
設
け
な
い
。
北
面
に
は
東
か
ら
床
、
床
脇
、
琵
琶
台
、
平
書
院 

図 3-12 奥座敷棟、二階屋、風呂・便所棟室名 
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を
設
け
、
奥
行
き
は
半
間
で
あ
る
。
床
柱
は
、
桧
の
四
方
柾
を
用
い
、
床
框
は

楓
で
、
琵
琶
台
板
を
松
で
つ
く
り
、
落
掛
は
桧
で
、
狆
潜
り
を
設
け
る
。
床
脇

は
、
地
袋
、
天
袋
を
備
え
、
障
壁
画
を
入
れ
る
。
内
法
長
押
は
、
床
部
分
を
除

き
全
体
に
廻
し
入
れ
、
蟻
壁
に
は
、
半
間
幅
の
通
気
口
を
付
け
る
。
天
井
は
、

大
和
天
井
と
し
、
中
央
に
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
吊
る
。 

 

東
側
の
八
畳
間
は
、
桁
行
、
梁
間
共
に
二
間
の
規
模
で
、
北
面
に
一
間
幅
の

押
入
を
設
け
、
内
法
上
に
は
半
間
奥
ま
っ
た
位
置
に
ガ
ラ
ス
窓
を
引
き
違
い
に

入
れ
る
。
東
面
の
半
間
幅
の
廊
下
境
は
、
腰
付
き
明
障
子
を
四
枚
入
れ
る
。
西

面
は
、
襖
を
二
枚
入
れ
廊
下
に
接
続
す
る
。
西
面
南
側
及
び
南
面
は
掃
き
出
し

硝
子
窓
を
付
け
る
。
内
法
長
押
は
設
け
ず
、
天
井
は
棹
縁
天
井
で
あ
る
。 

 

雁
行
す
る
廊
下
は
、
奥
座
敷
背
面
ま
で
延
び
る
。
西
側
付
き
あ
た
り
に
小
さ

な
部
屋
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
後
世
解
体
さ
れ
た
西
側
の
棟
（
茶
室
な
ど
）
の

渡
り
廊
下
の
名
残
で
あ
る
。 

 

 
 

 
 

 

図 3-16 八畳間（東より） 

図 3-17 小屋組み（八畳間より奥座敷側をみる） 

図 3-14 奥座敷 座敷飾り（南西より） 

図 3-15 奥座敷棟基礎下の煉瓦積み（北西より） 

図 3-13 奥座敷床詳細図（作図：設計衆団 LN）
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（
三
） 

二
階
屋 

  

主
屋
の
北
西
、
風
呂
・
便
所
棟
の
北
に
接
続
し
て
建
つ
。
木
造
二
階
建
、
桁

行
七
・
二
ｍ
、
梁
間
六
・
三
ｍ
、
寄
棟
造
、
銅
板
葺
で
あ
る
。
一
階
は
押
入
付

き
の
八
畳
間
を
設
け
、
廊
下
は
奥
座
敷
棟
と
主
屋
を
つ
な
げ
、
天
井
は
蒲
鉾
型

で
あ
る
。
北
東
隅
に
二
階
へ
あ
が
る
階
段
を
設
け
、
東
側
に
は
中
庭
が
面
す
る
。 

 

二
階
は
、
南
か
ら
座
敷
、
八
畳
間
を
並
べ
、
東
及
び
南
に
縁
を
設
け
る
。
基

礎
は
、
切
石
布
基
礎
を
設
け
、
柱
を
建
て
る
。
柱
は
、
す
べ
て
糸
面
の
角
柱
で
、

概
ね
一
一
八
㎜
で
あ
る
。
柱
は
桁
を
受
け
、
梁
を
渡
し
、
二
階
を
受
け
る
成
の

高
い
床
梁
を
半
間
ご
と
に
乗
せ
る
。
床
梁
は
機
械
製
材
さ
れ
た
杉
材
で
、
一
見

し
て
近
代
の
増
築
と
分
か
る
。
小
屋
組
は
和
小
屋
で
、
梁
組
を
二
段
に
組
み
棟

束
を
建
て
棟
木
を
受
け
る
。
四
隅
に
は
火
打
梁
を
入
れ
固
め
る
。 

建
築
年
代
に
関
す
る
明
確
な
史
料
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
階
は
、
既

存
の
一
階
の
梁
組
の
上
に
造
ら
れ
る
こ
と
か
ら
建
築
年
代
の
差
異
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
一
階
部
分
北
側
壁
面
は
風
呂
・
便
所
棟
の
廊
下
と
共
有
し
、
前
述

し
た
こ
け
ら
葺
の
下
屋
が
残
存
す
る
。
以
上
か
ら
、
一
階
は
奥
座
敷
棟
と
同
じ

く
明
治
中
期
ご
ろ
か
ら
大
正
前
期
、
二
階
は
昭
和
初
期
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

各
室
の
構
成 

一
階
八
畳
は
桁
行
、
梁
間
共
に
二
間
の
規
模
で
畳
敷
き
で
あ
る
。

東
面
は
蒲
鉾
型
天
井
の
廊
下
に
接
続
し
、
腰
付
障
子
を
四
枚
入
れ
、
西
面
は
半

間
幅
の
縁
で
、
こ
ち
ら
も
腰
付
障
子
を
四
枚
入
れ
る
。
南
面
は
一
面
押
入
で
あ

る
。
内
法
長
押
は
設
け
ず
、
天
井
は
棹
縁
天
井
で
あ
る
。 

 

二
階
座
敷
は
、
桁
行
、
梁
間
共
に
二
間
の
規
模
で
畳
敷
き
で
あ
る
。
東
面
南

側
に
床
を
設
け
、
北
側
は
一
間
幅
の
小
さ
な
縁
を
設
け
る
。
南
面
は
八
畳
境
と

な
り
、
襖
を
四
枚
入
れ
、
欄
間
を
設
け
引
違
の
ガ
ラ
ス
窓
を
い
れ
る
。
南
面
、

東
面
共
に
腰
付
障
子
を
四
枚
入
れ
縁
に
接
続
す
る
。
内
法
長
押
を
設
け
、
小
壁

は
鼠
漆
喰
塗
り
で
、
天
井
は
棹
縁
天
井
で
あ
る
。 

八
畳
は
桁
行
き
一
間
半
、
梁
間
二
間
の
規
模
で
畳
敷
き
で
あ
る
。
北
面
よ
り

居
室
に
入
り
、
西
面
及
び
北
面
の
一
部
は
押
入
を
設
け
る
。
内
法
長
押
は
設
け

ず
、
小
壁
は
鼠
漆
喰
で
、
天
井
は
棹
縁
天
井
で
あ
る
。
縁
は
前
面
の
庭
園
や
背

面
敷
地
が
一
望
で
き
、
ガ
ラ
ス
窓
で
仕
切
る
。 

 
 

図 3-18 ニ階座敷（東より） 

図 3-19 渡り廊下の蒲鉾天井（北より）

図 3-20 二階屋小屋組み 

図 3-21 一階梁組 
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（
四
） 

風
呂
・
便
所
棟 

 

  

主
屋
の
西
側
に
接
続
す
る
桁
行
六
・
六
ｍ
、
梁
間
五
・
四
ｍ
、
平
屋
建
、
寄

棟
造
、
桟
瓦
葺
、
接
続
部
を
除
く
三
面
に
下
屋
を
廻
し
、
銅
板
葺
で
あ
る
。
主

屋
か
ら
の
び
た
渡
り
廊
下
の
北
に
二
階
屋
が
接
続
す
る
。
南
側
を
風
呂
、
北
側

を
便
所
と
す
る
。
風
呂
は
三
室
で
構
成
さ
れ
、
手
前
か
ら
脱
衣
所
、
洗
面
所
と

浴
室
を
南
北
に
並
べ
る
。
便
所
は
一
室
で
、
手
前
か
ら
洗
面
、
小
便
器
、
個
室

の
大
便
器
と
続
く
。
渡
り
廊
下
南
に
は
坪
庭
を
造
り
、
玉
石
を
敷
く
。
外
壁
は
、

さ
さ
ら
こ
付
き
の
下
見
板
張
り
で
、
亀
甲
積
み
の
石
積
み
上
に
建
つ
。 

構
造
は
亀
甲
積
み
の
石
垣
上
に
切
石
の
布
基
礎
を
設
け
建
つ
。
柱
は
土
台
建

て
で
、
す
べ
て
角
柱
で
目
の
詰
ま
っ
た
良
質
の
桧
材
を
使
用
し
て
い
る
。
外
側

半
間
は
下
屋
で
、
浴
室
の
み
化
粧
屋
根
裏
と
な
り
、
他
は
棹
縁
天
井
で
あ
る
。

小
屋
は
、
二
重
梁
束
建
て
の
和
小
屋
を
組
む
。 

今
調
査
で
は
明
確
な
建
築
年
代
を
示
す
史
料
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
但
し
、

風
呂
・
便
所
棟
は
明
治
四
五
年
ご
ろ
（
第
四
章
二
節
に
て
後
述
）
に
解
体
さ
れ

た
た
め
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
架
け
て
建
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 各
室
の
構
成 

脱
衣
所
は
、
桁
行
、
梁
間
共
に
一
間
半
の
畳
敷
き
で
あ
る
。
壁

面
は
砂
漆
喰
仕
上
げ
で
、
内
法
に
長
押
は
用
い
な
い
。
天
井
は
棹
縁
天
井
で
、

天
井
板
は
良
質
の
桧
材
を
用
い
る
。
北
側
の
渡
り
廊
下
境
及
び
西
側
の
洗
面
所

境
は
、
帯
戸
（
板
は
杉
の
一
枚
板
）
二
枚
を
引
き
違
い
で
入
れ
、
室
内
側
は
白

木
で
室
外
側
は
桟
の
み
黒
漆
塗
り
で
あ
る
。
東
面
に
一
間
、
南
面
に
半
間
の
開

口
部
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
、
洋
風
の
ガ
ラ
ス
窓
を
引
き
違
い
で
入
れ
、
外
部
に

格
子
を
設
け
る
。 

洗
面
所
は
、
桁
行
一
間
半
、
梁
間
一
間
半
の
規
模
で
板
張
り
で
あ
る
。
西
側

に
洗
面
を
造
り
付
け
、
浴
室
境
に
は
、
脱
衣
所
と
同
仕
様
の
帯
戸
を
入
れ
る
。

西
面
及
び
南
面
は
間
口
い
っ
ぱ
い
の
開
口
を
設
け
、
南
面
は
四
枚
、
西
面
は
二

枚
の
洋
風
の
窓
を
入
れ
る
。
た
だ
し
、
西
面
の
建
具
は
、
ガ
ラ
ス
面
を
二
面
に

分
け
る
。
洗
面
は
流
し
を
間
口
い
っ
ぱ
い
に
設
け
、
南
側
に
物
入
れ
を
造
る
。

天
井
は
大
和
天
井
を
張
る
。 

浴
室
は
、
桁
行
一
間
、
梁
間
一
間
半
の
規
模
、
床
は
板
張
で
柱
は
角
柱
で
あ

る
。
脱
衣
所
、
洗
面
所
よ
り
、
床
を
一
八
一
㎜
程
度
下
げ
、
四
周
に
排
水
の
た

め
の
溝
を
設
け
る
。
西
面
の
外
部
境
は
、
板
戸
（
ガ
ラ
ス
窓
付
き
）
を
二
枚
建

て
込
み
、
欄
間
は
引
き
違
い
の
ガ
ラ
ス
戸
を
設
け
る
。
壁
面
は
大
壁
と
し
て
、

腰
に
竪
板
目
板
張
り
と
し
、
小
壁
は
漆
喰
仕
上
げ
で
あ
る
。
浴
槽
は
も
ち
こ
み

で
使
用
す
る
。 

便
所
は
桁
行
き
一
間
、
梁
間
二
間
半
の
規
模
で
、
東
か
ら
洗
面
、
小
便
器
、

大
便
器
の
個
室
と
す
る
。
南
面
は
漆
喰
壁
で
、
他
は
各
所
に
窓
を
設
け
る
。
床

は
拭
板
で
、
天
井
は
棹
縁
天
井
で
あ
る
。 

図 3-23 風呂・便所棟の小屋組み 

図 3-22 四畳半から洗面を望む 
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（
五
） 

長
屋
門 

 

  

桁
行
一
四
・
五
ｍ
、
梁
間
三
・
六
ｍ
、
入
母
屋
造
、
桟
瓦
葺
、
屋
敷
地
の
南

辺
東
寄
り
に
南
面
し
て
建
つ
。
中
央
部
一
間
（
四
・
四
ｍ
）
を
板
扉
と
潜
り
戸

を
備
え
た
門
口
と
し
て
、
東
側
三
間
を
物
置
、
西
側
二
・
五
間
を
部
屋
と
す
る
。 

 

門
口
は
前
後
に
虹
梁
型
の
差
物
を
架
け
、
根
太
天
井
を
張
る
。
東
側
物
置
は

土
間
で
、
天
井
を
張
ら
ず
、
西
の
部
屋
は
畳
敷
で
、
棹
縁
天
井
と
す
る
。
軸
部

は
土
台
上
に
角
柱
を
立
て
腰
貫
で
固
め
、
棟
束
へ
又
首
状
に
組
ん
だ
登
梁
を
延

ば
し
て
軒
先
の
出
桁
を
斜
め
に
受
け
、
こ
れ
よ
り
一
軒
の
垂
木
を
延
ば
す
。
屋

根
の
桟
瓦
葺
は
当
初
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
外
壁
は
全
面
と
も
漆
喰
塗
り
だ
が
、

南
面
と
東
面
は
腰
を
さ
さ
ら
子
付
下
見
板
張
で
覆
っ
て
い
る
。
正
面
両
脇
に
は

連
子
窓
を
設
け
て
い
る
。 

軸
組
か
ら
小
屋
組
ま
で
大
き
な
改
造
は
な
く
、
「
掛
川
行
在
所
平
面
図
」
（
図

三-

三
八
）
に
も
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
主
屋
と
同
時
期
と
推
測
す
る
。 

 

（
六
） 

中
門
及
び
塀 

 

  

長
屋
門
西
北
端
か
ら
主
屋
式
台
に
至
る
全
長
一
二
・
八
ｍ
（
八
間
）
で
、
玄

関
前
広
場
と
主
庭
を
区
切
っ
て
い
る
。
真
壁
造
り
の
塀
で
、
南
側
五
間
、
北
側

二
間
、
そ
の
間
に
一
間
棟
門
の
中
門
が
建
つ
。
中
門
の
基
礎
は
、
切
石
の
礎
石

で
、
棟
門
で
あ
る
。
柱
は
す
べ
て
角
柱
、
親
柱
は
五
平
で
あ
る
。
親
柱
と
控
柱

は
、
二
段
の
貫
で
繋
ぎ
、
南
北
に
塀
を
接
続
す
る
。
親
柱
下
部
に
地
覆
、
内
法

に
冠
木
を
乗
せ
棟
木
を
受
け
る
。
内
法
上
の
前
後
に
腕
木
を
出
し
出
桁
を
乗
せ

屋
根
を
支
え
る
。
軒
は
、
一
軒
角
繁
垂
木
で
、
切
妻
造
、
桟
瓦
葺
の
む
く
り
屋

根
で
あ
る
。
扉
は
、
板
桟
戸
で
親
柱
に
蝶
番
を
付
け
、
内
開
に
建
て
込
む
。
塀

は
、
切
石
の
布
基
礎
で
、
角
柱
を
立
て
盛
る
。
壁
は
土
壁
で
、
腰
部
は
西
面
を

竪
板
張
り
、
東
面
を
一
枚
板
と
す
る
。
建
築
年
代
は
不
明
確
で
、
「
掛
川
行
在

所
平
面
図
」
（
図
三-

三
八
）
と
は
現
状
と
違
い
、
式
台
の
整
備
に
合
わ
せ
て
行

わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

図 3-24 長屋門々口見返し（南より） 

図 3-25 長屋門小屋組み（東より） 

図 3-26 中門（南東より） 

図 3-27 中門架構（北より） 
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（
七
） 

米
蔵 

長
屋
門
の
東
に
位
置
し
、
東
側
堀
に
沿
っ
て
西
面
し
て
建
つ
。
桁
行
一
六
・

四
ｍ
、
梁
間
四
・
五
ｍ
で
、
土
蔵
造
り
、
屋
根
は
寄
棟
造
で
桟
瓦
葺
で
あ
る
。

平
入
で
正
面
に
近
代
に
つ
け
ら
れ
た
一
間
幅
の
庇
（
鉄
骨
製
）
が
つ
く
。
外
壁

は
白
漆
喰
で
仕
上
げ
、
北
及
び
東
面
に
は
熨
斗
瓦
で
水
切
り
を
三
段
付
け
る
。

内
部
は
南
北
に
間
仕
切
ら
れ
二
室
と
し
、
出
入
り
口
は
西
面
に
鉄
製
の
大
戸
を

吊
る
。
軸
部
は
、
貫
で
固
め
、
上
部
は
桁
を
ま
わ
す
。
南
北
で
柱
間
に
違
い
が

あ
り
、
北
側
が
一
三
〇
二
㎜
と
し
、
間
柱
を
二
本
建
て
、
南
側
は
九
〇
九
㎜
で

間
柱
は
一
本
で
あ
る
。
小
屋
組
は
両
室
と
も
に
和
小
屋
で
折
置
組
で
あ
る
。
北

側
は
垂
木
を
用
い
屋
根
を
受
け
る
が
、
南
側
は
板
軒
で
あ
る
。
墨
書
等
の
明
確

な
建
築
年
代
を
示
す
資
料
は
存
在
し
て
い
な
い
が
「
掛
川
行
在
所
平
面
図
」（
図

三-

三
八
）
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
室
境
の
柱
の
風
食
は
著
し
く
、
南
北
の
室
で

柱
間
な
ど
建
方
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
北
側
が
古
く
旧
山
崎
家
住
宅
が
建
設
さ

れ
た
江
戸
後
期
、
後
に
南
側
が
明
治
初
頭
に
増
築
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。 

 

（
八
） 

納
屋 

 

主
屋
北
東
、
東
側
堀
に
沿
い
、
西
面
し
て
建
つ
。
木
造
平
屋
建
で
、
桁
行
五
・

五
間
、
梁
間
二
間
で
正
面
側
に
五
尺
の
庇
を
伸
ば
し
、
南
側
に
は
棟
続
き
の
葺

き
放
ち
の
洗
い
場
が
附
属
す
る
。
内
部
は
南
北
二
室
に
分
け
、
北
側
を
物
置
と

し
、
南
側
の
部
屋
に
は
便
所
を
二
箇
所
設
け
て
い
る
。
近
年
ま
で
北
に
更
に
も

う
一
室
あ
っ
た
が
、
腐
朽
が
進
ん
だ
た
め
解
体
さ
れ
た
。
構
造
は
、
切
石
布
基

礎
、
土
台
を
廻
し
、
角
柱
を
立
て
、
小
屋
は
和
小
屋
組
と
す
る
。
屋
根
は
切
妻

造
、
桟
瓦
葺
で
、
庇
ま
で
一
体
で
葺
く
。
内
部
は
北
側
を
床
張
り
、
南
側
は
三

和
土
仕
上
げ
と
し
、
壁
は
真
壁
で
、
外
壁
は
北
側
側
面
と
背
面
を
波
形
鉄
板
、

南
側
を
竪
板
の
下
見
板
で
覆
う
。 

 
 

 

 
 

図 3-28 米蔵北側室内（南より） 

図 3-29 米蔵南側室内（北より） 

図 3-30 納屋南側室内小屋組み（南より） 

図 3-31 納屋附属部分（西より） 



 

 

 27

南
北
の
室
境
は
腰
を
下
見
板
張
り
と
し
、
風
蝕
差
か
ら
建
設
の
時
期
に
差
が

あ
る
と
思
わ
れ
、
「
掛
川
行
在
所
平
面
図
」
（
図
三-

三
八
）
で
は
三
室
が
描
か

れ
る
。
そ
の
た
め
、
南
側
の
一
室
は
主
屋
と
同
様
の
時
期
、
北
側
は
明
治
一
一

年
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。
建
物
南
側
に
は
波
板
鉄
板
葺
の
水
場
を

増
築
し
て
い
る
が
、
建
設
年
代
は
不
明
で
あ
る
。 

 

（
九
） 

奥
蔵 

 

 

奥
座
敷
棟
の
北
方
に
位
置
し
西
側
堀
に
沿
い
東
側
は
西
蔵
に
沿
う
。
奥
座
敷

棟
か
ら
は
金
庫
蔵
を
介
し
た
廊
下
で
接
続
す
る
。
土
蔵
造
り
で
白
漆
喰
仕
上
げ

で
あ
る
。
規
模
は
桁
行
き
五
・
〇
ｍ
、
梁
間
四
・
一
ｍ
、
切
妻
造
、
軒
廻
り
は

鉢
巻
と
し
、
桟
瓦
葺
、
南
面
、
平
入
で
あ
る
。
内
部
は
板
敷
き
で
、
一
部
中
二

階
を
造
る
。
壁
面
は
東
面
を
竪
羽
目
板
張
り
、
南
、
東
は
白
漆
喰
、
北
は
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
で
覆
わ
れ
る
。
西
面
に
は
窓
が
設
け
ら
れ
、
鉄
板
覆
の
板
戸
を
一
本

溝
に
四
枚
入
れ
、
塗
込
め
の
戸
袋
に
納
ま
る
。
小
屋
組
は
和
小
屋
で
あ
る
。
背

面
に
は
袖
壁
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
近
年
屋
根
か
ら
の
雨
漏
り
で
腐
朽
し
た
た

め
、
半
間
ほ
ど
取
壊
し
た
壁
面
の
残
り
で
あ
る
。 

建
築
年
代
を
示
す
墨
書
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
指
図
な
ど
に
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
江
戸
末
期
と
推
定
す
る
。 

 

（
一
〇
） 

西
蔵 

 

 

土
蔵
造
り
、
桁
行
一
一
・
〇
ｍ
、
梁
間
四
・
六
ｍ
、
切
妻
造
、
平
入
の
二
階

建
、
東
面
し
、
奥
蔵
を
背
に
す
る
。
正
面
側
に
は
波
板
鉄
板
葺
の
庇
を
伸
ば
し
、

内
部
は
南
北
二
室
に
分
け
る
。
布
基
礎
は
切
石
の
三
段
積
み
と
す
る
。
南
北
に

地
棟
を
架
け
て
角
柱
上
か
ら
の
登
梁
を
受
け
、
棟
木
を
渡
す
。
軒
廻
り
は
鉢
巻

と
し
、
屋
根
は
桟
瓦
葺
と
す
る
。
内
壁
は
竪
羽
目
板
張
り
で
、
北
側
面
に
は
水

切
り
を
付
け
、
南
側
面
は
竪
羽
目
板
張
り
で
あ
る
。
正
面
に
は
両
開
扉
の
入
口

を
二
箇
所
設
け
、
内
側
に
大
戸
を
入
れ
る
。
一
階
に
は
北
側
に
、
二
階
で
は
南

東
と
北
側
に
窓
を
設
け
る
。
南
側
の
室
に
は
金
庫
を
痕
跡
が
残
る
。 

 

建
築
年
代
を
示
す
墨
書
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
指
図
な
ど
に
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
江
戸
末
期
と
推
定
す
る
。 

 

（
一
一
） 

北
蔵 

 

 

桁
行
一
三
・
六
ｍ
、
梁
間
六
・
三
ｍ
、
寄
棟
造
平
入
の
二
階
建
の
土
蔵
で
、

屋
敷
の
北
端
に
南
面
し
て
建
つ
。
内
部
は
一
室
で
、
足
元
は
布
基
礎
、
土
台
を

廻
し
角
柱
を
立
て
る
。
小
屋
組
は
キ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス
で
、
隅
に
は
隅
合

掌
を
入
れ
て
い
る
。
軒
は
鉢
巻
と
し
、
屋
根
は
桟
瓦
葺
と
す
る
。
床
は
板
張
り
、

内
壁
は
横
板
を
洋
釘
打
ち
と
し
て
い
る
。
外
壁
は
漆
喰
壁
で
水
切
り
を
付
け
、

正
面
側
の
水
切
瓦
は
西
蔵
の
正
面
側
庇
ま
で
伸
び
て
い
る
。
正
面
中
央
に
は
外

側
に
鉄
扉
を
設
け
、
そ
の
奥
に
二
階
へ
の
階
段
が
続
く
。 

柱
間
寸
法
が
、
桁
行
で
は
約
一
九
五
〇
㎜
、
梁
間
で
は
約
二
一
二
〇
㎜
と
間

延
び
し
て
お
り
、
二
階
の
根
太
と
柱
を
金
物
で
引
き
つ
け
る
な
ど
、
技
法
か
ら

明
治
中
期
以
降
の
建
築
と
推
定
す
る
。 

 

（
一
二
） 

味
噌
蔵 

 

北
蔵
の
東
側
に
南
面
し
て
建
つ
。
桁
行
七
・
二
ｍ
、
梁
間
四
・
五
ｍ
の
木
造

平
屋
建
、
切
妻
造
、
桟
瓦
葺
で
、
内
部
を
東
西
二
室
に
分
け
る
。
基
礎
は
切
石

布
基
礎
を
廻
し
土
台
を
載
せ
る
。
桁
行
で
は
四
尺
、
梁
間
で
は
五
尺
ご
と
に
角

柱
を
立
て
、
桁
を
置
い
て
梁
を
架
け
る
。
軒
廻
り
は
疎
垂
木
と
し
、
正
面
に
は

波
板
鉄
板
葺
の
庇
を
伸
ば
す
。
壁
は
漆
喰
仕
上
げ
の
真
壁
で
、
西
側
面
及
び
背

面
の
外
壁
に
は
竪
羽
目
板
張
り
を
廻
す
。
床
は
板
敷
で
天
井
は
貼
ら
ず
、
南
側



 

 

 28

の
入
口
は
板
戸
と
す
る
。
建
築
年
代
は
判
然
と
し
な
い
が
、
「
掛
川
行
在
所
平

面
図
」
（
図
三
‐
三
八
）
に
は
現
状
と
違
う
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
北

蔵
と
同
時
期
に
建
設
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。 

 

（
一
三
） 

金
庫
蔵 

 

 

奥
座
敷
棟
の
東
側
に
西
面
し
て
建
つ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
で
、
屋

根
は
陸
屋
根
の
蔵
で
あ
る
。
正
面
三
・
三
ｍ
、
側
面
北
側
を
二
・
二
三
ｍ
、
南

側
を
一
・
九
六
ｍ
と
し
台
形
の
平
面
形
状
と
す
る
。
正
面
中
央
に
出
入
り
口
を

設
け
、
南
側
に
窓
型
の
開
口
を
開
け
る
。
こ
れ
ら
開
口
部
に
は
金
庫
扉
（
鉄
扉
）

が
取
り
付
け
ら
れ
る
。
内
部
は
八
角
形
の
タ
イ
ル
敷
き
で
、
出
入
り
口
は
金
庫

扉
を
含
め
三
重
と
な
り
、
両
折
れ
の
鉄
扉
、
真
鍮
製
の
片
引
き
戸
が
つ
く
。
外

壁
は
、
タ
イ
ル
を
張
り
、
内
壁
は
漆
喰
仕
上
げ
と
し
、
造
り
つ
け
の
棚
を
設
け

る
。 

 

 

 
 

 
 

図 3-32 奥蔵室内（南西より） 

図 3-33 西蔵北側室内ニ階（北より） 

図 3-34 北蔵一階室内（東より） 

図 3-35 味噌蔵東側室内（南より） 

図 3-36 金庫蔵外観（南より） 

図 3-37 金庫蔵室内床タイル（南より） 
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三
―
二 

史
料
か
ら
見
る
山
崎
家
屋
敷
の
変
遷 

 
現
状
の
屋
敷
の
状
況
は
前
述
し
た
が
、
主
屋
の
建
設
時
期
で
あ
る
安
政
期
、

行
在
所
と
な
っ
た
明
治
か
ら
昭
和
へ
と
続
く
旧
山
崎
家
住
宅
の
変
遷
を
、
史
料

か
ら
考
察
し
た
い
。
家
屋
配
置
が
分
か
る
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

イ
・
「
掛
川
行
在
所
平
面
図
」
（
年
期
無
） 

図
三-

三
八 

『
静
岡
縣
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
（
特
輯
號
）
第
十
一
集 

明
治
天
皇
聖
蹟
』
昭
和
一
二
年
、
静
岡
県
発
行
。 

ロ
・
「
居
宅
ノ
図
」
（
年
期
無
） 

 
図
三-

三
九 

掛
川
市
教
育
委
員
会
所
蔵 

ハ
・
「
史
跡
指
定
時
の
図
面
」
図
三-

四
一 

『
史
蹟
調
査
報
告
第
八
輯 

明
治
天
皇
聖
蹟
』
昭
和
一
〇
年
、
文
部

省
発
行
に
※
昭
和
八
年
作
図
と
し
て
、
静
岡
県
が
提
出
し
た
物
。

当
時
の
調
査
は
、
上
田
三
平
氏
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
、 

以
上
の
三
図
面
を
検
討
し
屋
敷
地
の
変
遷
を
追
っ
て
み
た
い
。 

 

掛
川
行
在
所
平
面
図 

堀
内
側
の
配
置
を
示
し
、
各
建
物
の
平
面
（
間
ど
り
を

主
体
）
で
描
か
れ
る
。
左
を
北
と
し
て
縮
尺
一
／
二
六
〇
程
度
で
Ｂ
４
版
に
印

刷
さ
れ
る
。
建
物
内
は
廊
下
及
び
縁
に
板
敷
が
表
現
さ
れ
、
か
ま
ど
、
便
所
、

階
段
を
描
く
。
壁
面
は
単
線
で
描
き
、
土
蔵
造
の
み
太
線
が
用
い
ら
れ
、
差
を

付
け
る
。
建
具
は
通
常
書
き
こ
ま
れ
ず
、
門
及
び
土
蔵
の
出
入
り
口
の
み
表
現

さ
れ
る
。
柱
は
下
屋
部
に
描
か
れ
る
が
、
す
べ
て
で
は
な
い
。
図
面
に
描
か
れ

る
建
造
物
は
、
主
屋
、
長
屋
門
、
米
蔵
、
納
屋
、
西
蔵
、
奥
蔵
、
北
の
蔵
が
二

棟
、
屋
敷
神
で
あ
る
。
主
屋
は
、
附
属
屋
四
棟
（
座
敷
前
居
室
、
西
便
所
、
北

便
所
、
二
階
屋
）
が
接
続
す
る
。
長
屋
門
は
西
に
居
室
が
つ
く
。
北
蔵
、
味
噌

蔵
の
位
置
に
は
、
現
状
と
は
異
な
る
形
態
の
「
北
の
蔵
二
棟
」
が
描
か
れ
、
後

方
に
井
戸
が
あ
る
。
堀
は
南
面
を
開
け
た
コ
の
字
形
で
、
北
面
西
寄
り
に
橋
を

懸
け
る
。 

次
に
各
平
面
を
考
察
し
た
い
。 

 

主
屋 

現
状
と
同
様
に
東
西
に
土
間
部
と
床
上
部
に
区
分
で
き
る
。
床
上
部

は
、
現
状
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、
小
座
敷
西
の
取
り
合
い
、
床
上
部
東
側

列
の
間
ど
り
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
土
間
部
で
は
、
前
面
に
土
庇
を
も
う
け
、

東
側
に
あ
が
り
と
居
室
を
作
る
。
後
方
の
土
間
は
大
き
く
、
台
所
を
設
け
東

側
に
南
北
に
室
設
け
、
南
側
は
板
敷
き
で
あ
る
。
主
屋
に
付
随
す
る
建
物
は
、

南
面
中
央
に
縁
を
持
つ
居
室
、
西
に
便
所
及
び
居
室
、
北
西
角
に
二
階
建
の

建
物
、
北
面
に
渡
り
廊
下
付
き
の
便
所
が
あ
る
。
主
屋
か
ら
長
屋
門
へ
延
び

る
中
門
及
び
塀
は
、
九
間
の
長
さ
の
鍵
形
で
、
北
か
ら
四
間
の
位
置
で
雁
行

し
、
中
門
は
北
よ
り
三
間
目
に
位
置
す
る
。 

長
屋
門 

東
西
に
室
を
持
つ
長
屋
門
で
、
西
に
縁
付
の
居
室
が
二
室
あ
る
。

居
室
の
北
面
に
は
、
押
入
も
し
く
は
床
飾
り
を
持
つ
居
室
で
、
上
手
側
北
方

に
便
所
を
付
け
る
。 

蔵
及
び
納
屋 

米
蔵
は
南
北
に
室
を
二
室
設
け
正
面
側
に
庇
を
持
ち
、
現
在

の
形
と
変
わ
ら
な
い
。
納
屋
は
南
北
に
三
室
を
設
け
、
下
手
側
に
便
所
を
設

け
る
。
規
模
は
、
現
状
よ
り
大
き
く
、
北
側
に
二
間
半
程
度
の
室
が
付
く
。

奥
蔵
は
、
前
室
を
持
ち
、
主
屋
か
ら
の
渡
り
廊
下
は
な
い
。
北
の
蔵
群
は
東

西
に
二
棟
建
て
西
側
は
二
室
、
東
側
は
一
室
で
あ
る
。
西
蔵
は
二
室
設
け
北

側
の
北
面
に
開
口
を
設
け
る
。
北
の
蔵
と
西
蔵
は
と
も
に
前
面
に
一
間
幅
の

下
屋
庇
を
付
け
る
。 
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図.3-38 掛川行在所平面図 （推定：明治 11 年）  

※図上の文字は筆者による加筆 

北の蔵群 

井戸

納屋
北側便所 

西蔵 

屋敷神 

裏門 

奥蔵 

附属屋 

西側便所 

主屋 

米蔵 

長屋門 
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居
宅
ノ
図 

東
海
道
か
ら
逆
川
、
新
知
川
の
範
囲
で
、
堀
に
囲
ま
れ
た
屋
敷
地

外
を
含
め
た
範
囲
が
対
象
と
な
る
。
配
置
図
と
し
て
家
屋
の
外
形
及
び
街
路
、

河
川
が
着
色
さ
れ
る
。
縮
尺
は
一
／
一
〇
〇
程
度
で
、
中
央
に
方
位
が
描
か
れ

る
。
紙
面
は
横
二
〇
六
〇
ｍ
ｍ
、
縦
二
一
八
〇
ｍ
ｍ
で
半
紙
を
横
八
枚
、
縦
六

枚
で
継
が
れ
る
。
年
期
は
な
く
、
別
紙
に
て
表
題
を
書
く
が
、
作
図
の
目
的
は

不
明
で
あ
る
。
図
は
線
描
で
建
物
、
街
路
、
路
地
、
堀
を
描
き
、
曲
線
は
面
相

筆
を
使
用
し
川
岸
の
川
石
や
樹
木
を
描
く
。
図
面
上
は
種
別
ご
と
に
色
を
分
け
、

建
造
物
は
灰
色
、
街
路
は
黄
色
、
川
は
水
色
を
使
用
す
る
。
作
図
は
、
外
形
線

の
み
で
建
造
物
を
示
し
て
い
る
た
め
間
取
り
は
判
然
と
し
な
い
。 

 

図
中
に
は
現
在
の
堀
で
囲
ま
れ
た
範
囲
の
山
崎
家
住
宅
以
外
に
も
建
造
物
が

描
か
れ
、
東
方
の
逆
川
、
新
知
川
岸
に
四
棟
、
山
崎
家
の
西
側
の
堀
よ
り
外
に

三
棟
、
東
海
道
沿
い
に
一
棟
、
新
知
川
に
橋
が
描
か
れ
る
。
東
海
道
に
面
し
た

街
区
は
縁
を
灰
色
で
塗
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
建
物
が
建
っ
て
い
る
街
区
を
表

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

堀
周
辺
を
見
て
み
る
と
堀
は
水
色
で
着
色
さ
れ
空
堀
で
は
な
く
、
其
の
周
辺

に
は
樹
木
の
記
号
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
旧
山
崎
家
の
「
松
ヶ
岡
」
と
呼
称

さ
れ
、
堀
周
辺
に
松
を
植
え
丘
の
よ
う
に
小
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す

る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
図
に
描
か
れ
る
樹
木
の
記
号
は
松
だ
と
推
測
す
る
。
前

述
し
た
図
イ
と
比
べ
る
と
建
物
と
附
属
屋
の
関
係
、
塀
の
記
述
な
ど
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
類
似
す
る
点
は
多
く
、
明
治
期
も
し
く
は
江
戸
期
の
姿
を
描
い
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
作
図
は
面
相
筆
、
烏
口
の
使
用
は
判
然
と
し

な
く
、
方
位
の
記
入
な
ど
近
代
的
な
側
面
が
垣
間
見
え
る
。
大
き
な
相
違
点
は

井
戸
の
数
、
座
敷
南
西
側
の
縁
と
西
側
突
出
部
（
便
所
）
、
敷
地
北
西
角
な
ど

の
測
量
が
、
不
正
確
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

ま
た
本
図
は
、
現
状
の
逆
川
の
異
な
る
流
路
が
描
か
れ
て
い
る
。
現
状
の
逆

川
は
昭
和
初
期
に
流
路
を
変
更
す
る
改
修
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
『
掛
川
城
復

元
調
査
報
告
書
』
に
掲
載
さ
れ
る
掛
川
城
縄
張
図
（
図
三-

四
〇
）
な
ど
か
ら
当

初
の
流
路
は
判
明
し
、
図
に
描
か
れ
た
流
路
に
近
し
い
こ
と
が
分
か
る
。 

 史
跡
指
定
時
の
図
面 

配
置
及
び
各
建
物
の
間
取
り
が
描
か
れ
、
縮
尺
は
一
／

五
〇
〇
程
度
で
印
刷
さ
れ
る
。
史
跡
指
定
の
た
め
の
図
で
あ
る
た
め
、
破
線
に

て
指
定
の
範
囲
、
室
名
は
御
玉
座
（
表
座
敷
）
が
示
さ
れ
る
。
図
面
に
描
か
れ

る
建
物
は
、
主
屋
、
長
屋
門
、
奥
座
敷
な
ど
、
現
状
の
敷
地
が
記
さ
れ
る
が
、

奥
座
敷
の
北
西
に
居
室
及
び
茶
室
を
持
つ
棟
、
西
蔵
が
描
か
れ
て
い
な
い
点
に

現
状
と
の
差
異
が
あ
る
。
次
に
各
建
物
を
見
て
行
き
た
い
。 

 

主
屋 

イ
図
と
床
上
部
の
変
更
は
な
い
が
、
土
間
部
に
変
更
が
あ
る
。
土
間

中
央
に
居
室
を
設
け
、
東
列
に
は
、
風
呂
、
台
所
が
新
設
さ
れ
る
。
主
屋
正

面
に
付
け
ら
れ
て
い
た
居
室
は
撤
去
さ
れ
、
式
台
が
設
け
ら
れ
、
中
門
に
続

く
塀
も
現
状
と
同
様
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
背
面
便
所
棟
は
東
側
に
風
呂
場

を
拡
充
す
る
。 

 

長
屋
門 

西
側
の
居
室
が
撤
去
さ
れ
る
が
、
北
東
隅
に
一
部
居
室
が
残
る
。 

 

風
呂
便
所
棟
及
び
奥
座
敷
周
辺 

新
設
さ
れ
た
こ
れ
等
の
建
造
物
は
、
現
状

の
間
ど
り
と
の
差
異
は
な
い
。
渡
り
廊
下
に
二
階
屋
の
階
段
も
記
さ
れ
る
。 

 

蔵
及
び
納
屋 

コ
の
字
形
の
堀
に
面
し
て
、
各
蔵
が
描
か
れ
、
東
面
に
米
蔵
、

納
屋
（
南
北
に
三
室
）
、
北
面
に
北
蔵
と
味
噌
蔵
、
西
面
に
奥
蔵
が
描
か
れ

る
が
西
蔵
は
描
か
れ
な
い
。 

 
北
西
居
室 

奥
座
敷
の
北
西
に
位
置
し
、
廊
下
で
接
続
す
る
。
居
室
は
三
室

描
か
れ
る
。
西
隅
の
居
室
は
土
庇
を
設
け
、
床
飾
り
を
持
つ
。
背
面
は
板
敷

き
で
表
現
さ
れ
、
便
所
な
ど
の
水
場
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

西
側
庭
園 
居
室
及
び
茶
室
を
造
る
こ
と
に
よ
り
庭
園
が
整
備
さ
れ
た
。 
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図 3-39 居宅ノ図 

図 3-40 掛川城縄張図 部分 
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図 3-41 史跡指定時の図面 （昭和 8 年） 
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以
上
の
三
図
と
も
作
成
年
は
不
明
だ
が
、
「
ロ
→
イ
→
ハ
」
の
順
で
つ
く
ら
れ

た
と
推
測
す
る
。
屋
敷
の
変
遷
を
見
て
と
れ
る
。
主
屋
、
長
屋
門
、
米
蔵
、
奥

蔵
、
納
屋
は
、
位
置
を
変
え
ず
、
風
呂
・
便
所
棟
、
奥
座
敷
、
二
階
屋
、
北
蔵
、

味
噌
蔵
は
昭
和
八
年
ま
で
に
整
備
さ
れ
る
。
西
蔵
は
昭
和
期
の
図
で
は
描
か
れ

て
い
な
い
が
、
現
状
を
鑑
み
て
も
昭
和
八
年
以
降
の
新
築
と
は
考
え
づ
ら
く
、

表
記
漏
れ
と
推
定
す
る
。 

 

三
―
三 

痕
跡
か
ら
見
る
主
屋
の
変
遷 

 

前
項
の
史
料
と
現
況
と
の
比
較
か
ら
、
大
き
な
改
変
は
主
屋
及
び
長
屋
門
に

集
中
す
る
。
長
屋
門
は
北
西
隅
の
柱
に
壁
や
桁
等
の
痕
跡
が
残
り
西
側
に
居
室

が
つ
い
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
を
痕
跡
か
ら
追
う
事
が
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
主
屋
を
中
心
に
痕
跡
を
確
認
す
る
。
風
蝕
や
痕
跡
は
、
床

上
部
式
台
廻
り
、
奥
座
敷
廻
り
、
土
間
部
で
は
、
玄
関
周
り
、
及
び
東
側
台
所
、

洗
面
、
便
所
廻
り
に
見
ら
れ
る
。 

 

現
況
の
痕
跡
、
風
蝕
か
ら
当
初
材
、
中
古
材
、
新
規
材
と
分
け
る
と
図
四
六

の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。
次
に
部
屋
ご
と
に
痕
跡
を
見
て
い
く
。 

  

座
敷
前
居
室 

側
桁
に
広
縁
境
か
ら
半
間
西
の
位
置
に
桁
の
埋
木
が
施
さ

れ
、
上
屋
桁
同
位
置
に
束
が
あ
る
。
式
台
西
側
壁
面
は
想
定
さ
れ
る
旧
居
室

壁
面
と
な
る
が
、
痕
跡
は
見
当
た
ら
ず
追
う
事
が
で
き
な
い
。
な
お
、
広
縁

境
の
柱
に
は
痕
跡
が
認
め
ら
れ
ず
、
中
古
の
可
能
性
が
あ
る
。 

 

玄
関
南
面 

現
状
の
玄
関
は
下
屋
に
該
当
し
、
靴
脱
ぎ
を
設
け
る
た
め
柱
が

挿
入
さ
れ
室
内
化
さ
れ
壁
面
が
整
え
ら
れ
る
。
上
屋
柱
東
面
に
ま
ぐ
さ
と
考

え
ら
れ
る
埋
木
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
柱
か
ら
も
同
様
の
痕
跡
が
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
半
間
東
の
柱
面
に
は
壁
の
痕
跡
が
残
る
。
下
屋
は
梁
間
方

向
に
チ
ョ
ウ
ナ
梁
を
半
間
ご
と
に
架
け
、
柱
南
面
に
は
風
蝕
が
確
認
で
き
る
。 

 

新
座
敷 

天
井
は
棹
縁
天
井
で
あ
る
が
、
西
側
半
間
の
天
井
は
切
り
返
し
を

付
け
二
階
へ
の
導
入
部
を
持
つ
。
南
面
及
び
西
面
敷
居
に
は
階
段
受
け
の
痕

跡
が
あ
る
。
ま
た
、
取
り
外
さ
れ
た
階
段
は
、
主
屋
二
階
で
保
管
さ
れ
る
。

北
面
の
座
敷
飾
り
は
、
昭
和
四
〇
年
以
降
の
改
造
で
あ
る
。 

 

食
堂 

天
井
及
び
壁
面
を
ベ
ニ
ヤ
材
で
覆
い
床
も
新
規
に
張
ら
れ
て
い
る
。

天
井
を
み
る
と
東
西
で
区
分
け
出
来
き
、
東
側
は
棹
縁
天
井
と
な
る
。
天
井

や
柱
な
ど
に
は
煤
け
た
跡
が
あ
る
が
、
大
黒
柱
な
ど
の
風
食
か
ら
見
る
と

少
々
時
代
が
降
る
。
ま
た
、
背
面
側
柱
間
に
は
、
楣
の
痕
跡
や
壁
面
の
痕
跡

が
確
認
で
き
る
。 

 

東
側
下
屋 

台
所
、
風
呂
、
洗
面
所
、
便
所
で
構
成
さ
れ
、
後
世
の
改
造
が

特
に
大
き
い
箇
所
で
あ
る
。
室
内
は
食
堂
同
様
の
壁
面
や
床
の
仕
様
が
み
ら

れ
同
時
代
に
現
在
の
形
に
改
変
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
洗
面
所
や
便
所
は

大
壁
で
整
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
柱
が
隠
れ
痕
跡
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

台
所
の
天
井
は
東
西
に
二
分
出
来
、
西
側
を
棹
縁
天
井
と
東
側
を
化
粧
屋
根

裏
と
し
梁
が
架
け
ら
れ
、
梁
は
多
少
で
は
あ
る
が
煤
け
て
い
る
。 

 
以
上
の
よ
う
に
主
屋
の
痕
跡
（
図
三-

四
二
）
を
精
査
す
る
と
、
図
三-

四
三
の

よ
う
な
復
原
図
が
つ
く
れ
、
床
の
仕
上
げ
な
ど
不
明
瞭
な
点
も
あ
る
が
、
イ
図

「
掛
川
行
在
所
平
面
図
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。 
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図 3-42 主屋痕跡図 
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図 3-43 主屋復原図 



 

 37

第
四
章 

旧
山
崎
家
住
宅
の
特
徴 

 

四
―
一 
大
規
模
民
家
と
し
て
の
旧
山
崎
家
住
宅
の
位
置
づ
け 

 

 

先
ず
、
今
調
査
で
発
見
さ
れ
た
棟
札
（
資
料
編
）
に
よ
り
、
旧
山
崎
家
住
宅

主
屋
の
大
工
は
、
大
池
村
（
現
掛
川
市
の
西
部
）
の
「
服
部
惣
助
清
成
」
と
判

明
し
た
。
し
か
し
近
隣
の
歴
史
的
建
造
物
に
関
わ
る
大
工
と
し
て
服
部
惣
助
清

成
は
見
当
た
ら
な
い
。 

そ
こ
で
、
類
例
か
ら
の
比
較
を
主
と
し
て
考
察
を
行
う
事
と
し
た
い
。
旧
山

崎
家
住
宅
は
、
静
岡
県
西
部
の
遠
州
地
方
、
掛
川
市
に
所
在
す
る
。
こ
こ
で
は
、

近
世
民
家
と
し
て
の
旧
山
崎
家
住
宅
特
徴
を
整
理
す
る
た
め
に
、
静
岡
県
西
部

地
方
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
建
物
と
比
較
し
、
屋
敷
構
え
、
主
屋
の
形

式
・
技
法
を
考
察
す
る
。 

静
岡
県
西
部
の
国
指
定
重
要
文
化
財
（
平
成
二
六
年
三
月
現
在
）
で
あ
る
浜

松
市
の
中
村
家
、
鈴
木
家
、
菊
川
市
の
黒
田
家
、
周
智
郡
森
町
の
友
田
家
、
牧

之
原
市
の
大
鐘
家
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
建
築
年
代
で
並
べ
る
と
、
貞
享
五
年
【
鬼

瓦
箆
書
】
（
一
六
八
八
）
の
中
村
家
住
宅
主
屋
、
一
八
世
紀
前
半
の
友
田
家
主

屋
【
構
造
手
法
よ
り
】
、
大
鐘
家
住
宅
主
屋
【
長
屋
門
腕
木
墨
書
よ
り
推
定
】
、

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
こ
ろ
と
さ
れ
る
鈴
木
家
住
宅
主
屋
【
不
明
】
、
文
久

元
年
（
一
八
六
一
）
こ
ろ
と
さ
れ
る
黒
田
家
住
宅
主
屋
【
古
図
よ
り
】
（
表
）

と
続
く
。
こ
こ
で
は
、
屋
敷
構
え
を
中
村
家
、
黒
田
家
、
大
鐘
家
、
建
造
物
の

形
式
・
技
法
に
関
し
て
は
、
黒
田
家
、
大
鐘
家
を
対
象
と
す
る
。
な
お
、
そ
れ

ぞ
れ
の
概
要
（
指
定
説
明
）
は
注
に
記
す
。 

 

 

名称 所在地 建築年代 構造形式 屋根形状葺材 備考

件名 桁ｍ 梁ｍ

旧山崎家住宅 静岡県掛川市南西郷 安政 3（1856） 19.5 11.8 切妻 桟瓦葺 四面庇付

庇こみ 23.9 16.5

黒田家住宅 静岡県菊川市 文久元年 21.6 14.1 寄棟 桟瓦葺 四面庇付

大鐘家住宅 静岡県牧之原市 18C 初 19.2 12.9 切妻 桟瓦葺 四面庇付

中村家住宅 静岡県浜松市 18C 初 22.1 12 寄棟 茅葺

友田家住宅 静岡県周智郡森町亀久保 336 18c 前 15.5 9.3 寄棟 茅葺

鈴木家住宅 静岡県浜松市北区引佐町的場 742 - 8.2 7.4 寄棟 茅葺 釜屋建

文政 4（1821） 6.7 5.5 寄棟 茅葺 妻入

表 4-1 静岡県西部に所在する重要文化財（建造物）の民家（主屋） 
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（
一
）
立
地
及
び
屋
敷
構
え 

中
村
家
、
大
鐘
家
、
黒
田
家
の
屋
敷
構
え
を
み
る
に
あ
た
り
、
家
相
図
や
明

治
期
の
銅
版
画
（
博
覧
会
図
）
な
ど
の
史
料
を
概
観
す
る
。
立
地
や
敷
地
の
規

模
は
、
現
状
を
対
象
と
す
る
。
ま
た
使
用
し
た
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

中
村
家
住
宅 
家
相
図[

弘
化
年
間(

一
八
四
四~

一
八
四
八)

 

黒
田
家
住
宅 

絵
図
（
家
相
図
）[

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）]

 

大
鐘
家
住
宅 

銅
版
画
（
博
覧
図
）[

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）]

 

 中
村
家
住
宅 

浜
名
湖
西
の
平
坦
な
土
地
に
位
置

し
、
現
状
の
屋
敷
地
は
主
要
道
路
に
面
し
て
お
ら

ず
、
半
町
ほ
ど
南
に
入
っ
た
位
置
に
所
在
す
る
。

敷
地
は
、
約
五
五
メ
ー
ト
ル
四
方
に
屋
敷
を
構
え

る
が
、
弘
化
期
の
屋
敷
は
更
に
西
に
延
び
て
い
た

と
さ
れ
る
。
資
料
に
あ
る
屋
敷
構
え
は
、
東
寄
り

の
ほ
ぼ
中
央
に
主
屋
を
建
て
、
南
西
に
渡
り
廊
下

を
介
し
て
離
座
敷
（
養
育
の
間
）
が
接
続
す
る
。

南
辺
に
表
門
（
長
屋
門
）
が
建
ち
、
正
背
面
に
塀

（
土
塀
か
）
が
接
続
す
る
。
北
辺
に
裏
門
を
つ
く

り
そ
の
西
側
に
東
面
し
て
蔵
を
建
て
、
そ
の
前
面

に
は
井
戸
が
設
け
ら
れ
る
。
主
屋
東
に
は
二
棟
の

建
造
物
（
土
蔵
も
し
く
は
納
屋
）
を
建
て
、
西
側

に
は
胞
衣
塚
が
あ
る
。
庭
は
、
離
座
敷
の
正
面
を

主
庭
園
と
し
て
、
中
門
を
も
つ
塀
で
主
屋
前
前
方

の
広
場
と
区
分
さ
れ
る
。
主
庭
園
西
に
も
樹
木
が

植
え
ら
れ
、
庭
園
化
さ
れ
る
。 

黒
田
家
住
宅 

牧
之
原
台
地
の
西
側
、
旧
小
笠
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
立
地
し
、
菊

川
の
東
側
に
所
在
す
る
。
平
滑
な
土
地
に
屋
敷
を
構
え
、
周
囲
は
田
園
で
あ

る
。
屋
敷
地
は
、
南
の
一
部
を
除
き
堀
で
囲
ま
れ
、
現
在
も
豊
富
な
水
を
蓄
え

る
。
屋
敷
に
は
側
道
か
ら
二
〇
ｍ
ほ
ど
西
に
入
り
、
長
屋
門
に
通
じ
る
。
家
相

図
を
基
に
屋
敷
構
え
を
み
る
。
敷
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
主
屋
を
建
て
、
西
に
離
れ

を
渡
り
廊
下
で
繋
ぎ
、
北
に
附
属
屋
が
接
続
す
る
。
南
辺
に
東
寄
り
に
、
畳
の

間
付
き
の
長
屋
門
、
倉
、
土
蔵
を
並
べ
る
。
長
屋
門
か
ら
は
塀
が
主
屋
ま
で
続

く
。
こ
の
塀
で
主
屋
正
面
西
の
主
庭
園
と
広
場
を
区
分
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

東
辺
は
、
う
ま
や
、
納
屋
が
並
び
、
主
屋
か
ら
塀
が
主
屋
前
方
の
広
場
と
区
分

す
る
。
北
辺
に
東
西
に
蔵
を
、
二
棟
を
並
べ
る
。 

 
 

図 4-1 中村家住宅家相図 

（静岡県浜名郡雄踏町教育委員会蔵） 

図 4-2  黒田家住宅 絵図（家相図） 

（黒田家代官屋敷資料館蔵） 
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大
鐘
家
住
宅 

洪
積
層
台
地
を
背

に
緩
や
か
な
斜
面
地
に
立
地
し
、

現
国
道
よ
り
二
〇
〇
ｍ
ほ
ど
西
に

入
っ
た
位
置
に
屋
敷
を
構
え
る
。

屋
敷
地
は
南
北
に
約
七
〇
ｍ
、
東

西
一
〇
〇
ｍ
で
南
東
面
し
石
垣
で

造
成
さ
れ
る
。
明
治
期
の
敷
地
は

ほ
ぼ
現
状
と
変
わ
ら
な
い
。
中
央

に
主
屋
を
建
て
、
背
面
に
離
れ
座

敷
、
南
に
便
所
を
接
続
す
る
。
東

辺
は
座
敷
、
長
屋
門
と
う
ま
や
を

並
べ
、
北
に
納
屋
二
棟
、
西
に
蔵

を
二
棟
並
べ
る
。
敷
地
北
隅
の
建

造
物
が
一
棟
建
ち
、
そ
の
奥
に
墓

所
を
も
つ
。 

旧
山
崎
家
住
宅
と
の
比
較 

改
め
て
山
崎
家
住
宅
の
屋
敷
構
え
を
概
観
す
る
。

屋
敷
地
は
掛
川
市
の
中
央
か
ら
西
へ
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
い
っ
た
平
坦
な
土
地
に

立
地
す
る
。
旧
東
海
道
と
逆
川
に
挟
ま
れ
、
街
道
よ
り
北
へ
約
半
町
ほ
ど
入

る
。
敷
地
は
八
五
ｍ
四
方
で
南
を
除
く
三
方
に
堀
を
も
つ
。
家
屋
配
置
は
中
心

に
主
屋
を
建
て
北
西
方
向
に
二
階
屋
、
新
座
敷
を
附
属
す
る
。
敷
地
南
辺
に
長

屋
門
、
米
蔵
を
並
べ
、
北
辺
に
奥
蔵
、
西
蔵
、
北
蔵
、
味
噌
蔵
を
並
べ
る
。
主

屋
正
面
西
寄
り
に
庭
園
を
配
し
、
東
側
に
納
屋
を
建
て
る
。 

立
地
を
み
る
と
、
共
に
主
要
街
道
か
ら
奥
ま
っ
た
位
置
に
屋
敷
地
を
構
え

る
。
屋
敷
構
え
は
、
主
屋
を
屋
敷
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
造
り
、
長
屋
門
と
向
か
い

合
わ
せ
る
。
前
庭
は
主
屋
南
側
に
造
り
、
中
村
家
、
黒
田
家
で
は
中
門
を
設
け

て
区
画
す
る
。
背
面
に
は
土
蔵
を
並
べ
、
主
屋
の
側
面
側
に
は
、
納
屋
を
配
置

す
る
。
こ
の
様
に
近
世
後
期
か
ら
末
に
架
け
て
造
ら
れ
た
屋
敷
構
え
と
共
通

し
、
近
世
的
な
特
徴
が
山
崎
家
住
宅
に
は
良
く
残
る
。
最
も
山
崎
家
か
ら
距
離

も
近
く
、
当
時
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
菊
川
市
の
黒
田
家
住
宅
で
は
、

堀
を
め
ぐ
ら
す
点
に
も
共
通
す
る
。
し
か
し
、
山
崎
家
の
堀
が
造
ら
れ
た
時
期

な
ど
不
明
な
点
が
多
い
。
ま
た
、
黒
田
家
は
、
堀
の
内
外
に
高
低
差
を
つ
け
る

こ
と
で
、
菊
川
か
ら
の
洪
水
対
策
と
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
山
崎
家
で

は
、
同
様
の
意
図
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。 

 （
二
）
形
式
の
調
査 

 

平
面
形
式 

山
崎
家
住
宅
主
屋
の
間
取
り
は
、
黒
田
家
住
宅
主
屋
と
特
に
類
似

性
が
高
い
。
黒
田
家
主
屋
は
、
正
面
向
か
っ
て
右
半
を
土
間
、
左
半
を
居
住
部

と
し
、
土
間
正
面
側
に
土
庇
を
設
け
、
四
周
に
一
間
の
庇
を
四
周
に
回
す
。
床

上
部
は
、
前
後
二
列
で
、
そ
の
境
列
に
押
入
な
ど
を
半
間
幅
で
設
け
る
。
正
面

は
座
敷
・
玄
関
の
間
、
仏
間
を
並
べ
、
背
面
は
茶
の
間
な
ど
生
活
の
間
が
続

く
。
正
面
西
寄
り
に
式
台
を
造
り
、
座
敷
廻
り
に
広
縁
を
ま
わ
す
。
座
敷
を
囲

む
よ
う
な
広
縁
は
、
座
敷
に
比
べ
天
井
高
を
低
く
と
る
。
た
だ
し
、
居
室
境
の

押
入
の
入
れ
方
に
は
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
、
山
崎
家
は
梁
間
方
向
に
、
黒
田

家
は
桁
行
方
向
に
い
れ
る
。 

 

一
方
、
大
鐘
家
住
宅
主
屋
の
平
面
形
式
で
も
同
様
に
土
間
と
床
上
部
の
扱

い
、
下
屋
の
造
り
方
に
類
似
性
が
み
ら
れ
る
。
下
屋
は
安
政
以
後
の
増
築
で
付

け
ら
れ
、
式
台
や
座
敷
廻
り
の
広
縁
は
な
い
が
、
下
屋
部
の
天
井
高
は
山
崎
家

や
黒
田
家
と
同
様
に
、
他
の
居
室
よ
り
若
干
低
く
取
ら
れ
る
。 

図 4-3 大鐘家住宅 銅版画（博覧図） 

（大鐘家所蔵） 
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図 4-4 黒田家住宅主屋平面図 

※修理工事報告書より 

図 4-5 大鐘家住宅平面図 

※修理工事報告書より 
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地
震
後
の
工
夫 

安
政
の
大
地
震
直
後
に
建
設
さ
れ
た
旧
山
崎
家
住
宅
主
屋

は
、
地
震
に
お
け
る
構
造
的
な
工
夫
が
あ
る
の
か
検
討
す
る
。 

黒
田
家
住
宅
主
屋
は
、
指
定
説
明
に
次
の
通
り
に
あ
る
。
「
（
以
下
抜
粋
）

床
上
部
は
棟
通
り
に
四
尺
を
へ
だ
て
二
本
の
柱
列
を
作
り
、
こ
れ
を
中
心
に
軸

部
を
固
め
、
土
間
は
側
回
り
に
密
に
立
つ
柱
と
太
い
梁
を
二
重
に
架
け
て
固
め

て
い
る
。
柱
の
密
度
は
こ
の
時
期
の
家
と
し
て
は
高
く
、
太
さ
二
十
㎝
に
達
し
、

座
敷
ま
わ
り
で
も
細
く
し
な
い
。
（
以
下
略
）
」
。
旧
山
崎
家
住
宅
主
屋
の
柱

は
、
土
間
境
の
大
黒
柱
は
、
三
〇
〇
㎜
と
大
き
く
、
土
間
側
の
側
柱
は
一
七
〇

㎜
程
度
で
、
床
上
部
で
は
、
一
三
〇
㎜
程
度
と
若
干
細
く
は
し
て
い
る
。
土
間

部
は
側
柱
が
密
に
入
っ
て
い
る
が
床
上
部
の
座
敷
な
ど
は
二
間
ご
と
に
入
れ
る

な
ど
疎
ら
に
入
れ
る
。
し
か
し
、
床
上
部
西
列
と
中
央
列
間
の
梁
間
方
向
に
約

三
尺
を
経
て
柱
を
建
て
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
疎
ら
な
座
敷
側
の
軸
部
を
固
め

て
い
る
。 

次
に
大
鐘
家
主
屋
を
み
た
い
。
桁
行
十
間
半
、
梁
間
七
間
で
切
妻
造
、
桟
瓦

葺
で
、
四
周
に
下
屋
を
ま
わ
す
建
物
で
あ
る
。
建
設
当
初
の
一
八
世
紀
前
半
の

規
模
は
現
状
よ
り
小
さ
く
、
桁
行
八
間
半
、
梁
間
五
間
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

大
鐘
家
も
安
政
の
大
地
震
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
、
被
災
後
の
整
備
で
四

周
に
一
間
幅
の
下
屋
を
取
り
付
け
た
と
さ
れ
る
。
下
屋
は
正
面
東
側
を
土
庇
と

し
、
居
室
の
場
合
は
化
粧
屋
根
裏
や
天
井
を
低
く
と
る
。
こ
の
様
に
、
四
周
に

一
間
幅
の
下
屋
を
ま
わ
す
山
崎
家
も
地
震
後
の
対
策
の
一
つ
と
推
測
で
き
る
。 

ま
た
、
山
崎
家
住
宅
主
屋
の
小
屋
組
は
土
間
境
で
架
構
を
変
え
、
か
つ
床
上

部
は
筋
交
を
使
用
す
る
。
天
井
の
有
無
で
、
架
構
を
変
え
る
こ
と
は
あ
る
が
、

筋
交
の
使
用
は
、
耐
震
対
策
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
の
様
に
平
面
形
式
や
地
震
後
の
対
策
な
ど
類
例
と
の
共
通
項
も
見
ら
れ
、

規
模
や
架
構
に
は
独
自
性
が
み
ら
れ
る
。 

 
 

 

 
 

 

図 4-6 黒田家住宅主屋（南より） 図 4-8 大鐘家住宅主屋（南より） 

図 4-7 黒田家住宅主屋座敷（南より） 図 4-9 旧山崎家住宅西側小屋組み（床上部）



 

 42

注 

指
定
説
明 

 

黒
田
家
住
宅 

こ
の
住
宅
は
牧
之
原
台
地
の
西
側
、
御
前
崎
に
近
い
平
地
に
あ
る
。
黒
田
家
の
先
祖
は
武
士
で
永
禄

以
来
こ
の
地
に
住
む
旧
家
で
あ
る
。
屋
敷
は
周
囲
に
濠
を
め
ぐ
ら
し
、
東
西
八
十
メ
ー
ト
ル
、
南
北
百

メ
ー
ト
ル
、
中
央
に
主
屋
、
南
側
に
長
屋
門
、
主
屋
の
東
西
に
座
敷
、
文
庫
、
雑
舎
、
土
蔵
な
ど
数
多
く

の
附
属
屋
を
配
し
、
上
層
農
家
に
ふ
さ
わ
し
い
構
え
を
示
し
て
い
る
。 

 

黒
田
家
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
と
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
古
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在

の
主
屋
の
間
取
り
は
、
改
造
は
有
る
も
の
の
文
久
元
年
の
古
図
と
一
致
し
て
い
る
。
二
枚
の
古
図
の
間

の
時
期
に
安
政
の
大
地
震
が
あ
っ
た
の
で
、
被
害
を
受
け
た
主
屋
は
建
て
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。 

主

屋
は
桁
行
十
一
間
、
梁
間
六
間
、
寄
棟
造
で
、
桟
瓦
葺
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
治
後
年
の
改
造
で

当
初
は
茅
葺
、
小
屋
は
叉
首
組
で
あ
っ
た
。
間
取
り
は
、
表
裏
二
列
に
部
屋
を
並
べ
、
表
側
が
座
敷
、
仏

間
な
ど
の
表
向
き
、
裏
は
寝
室
、
台
所
な
ど
内
向
き
に
使
わ
れ
て
い
る
。
土
間
に
設
け
ら
れ
て
い
る
食

堂
な
ど
は
後
補
で
あ
る
。 

こ
の
住
宅
の
特
色
は
地
震
に
対
す
る
配
慮
か
ら
と
み
ら
れ
る
強
固
な
構
造
に
あ
る
。
床
上
部
は
棟
通

り
に
四
尺
を
へ
だ
て
二
本
の
柱
列
を
作
り
、
こ
れ
を
中
心
に
軸
部
を
固
め
、
土
間
は
側
回
り
に
密
に
立

つ
柱
と
太
い
梁
を
二
重
に
架
け
て
固
め
て
い
る
。
柱
の
密
度
は
こ
の
時
期
の
家
と
し
て
は
高
く
、
太
さ

二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
座
敷
ま
わ
り
で
も
細
く
し
な
い
。
床
上
の
一
部
に
中
廊
下
が
で
き
る

の
は
こ
の
構
造
の
た
め
で
あ
る
。 

長
屋
門
は
主
屋
よ
り
古
く
十
八
世
紀
中
ご
ろ
建
設
と
み
ら
れ
る
。
寄
棟
造
、
茅
葺
で
、
桁
行
が
主
屋

と
ほ
ぼ
等
し
い
大
規
模
な
門
で
あ
る
。
向
か
っ
て
右
よ
り
に
扉
を
開
き
、
通
路
の
右
手
は
門
番
部
屋
、

左
は
下
郎
部
屋
、
前
蔵
、
男
部
屋
を
と
る
。
立
面
は
腰
か
ら
下
を
下
見
板
張
り
、
上
を
白
漆
喰
仕
上
げ
と

し
、
要
所
に
与
力
窓
を
開
け
る
。
扉
ま
わ
り
の
材
は
太
く
力
強
い
意
匠
で
あ
る
。 

 

大
鐘
家
住
宅
主
屋 

大
鐘
家
は
御
前
崎
北
方
の
東
海
岸
近
に
位
置
し
、
大
庄
屋
を
務
め
た
旧
家
で
あ
る
。
敷
地
は
広
く
正

面
に
茅
葺
の
長
屋
門
が
建
ち
、
そ
の
奥
に
主
屋
が
あ
る
。 

主
屋
は
現
在
、
桁
行
十
間
半
、
梁
間
七
間
あ
っ
て
、
周
囲
に
一
間
な
い
し
一
間
半
の
庇
を
め
ぐ
ら
し

た
切
妻
造
、
桟
瓦
葺
の
建
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
安
政
の
大
地
震
で
被
害
を
受
け
た
後
、
明
治
二
十
六

年
に
も
と
叉
首
組
、
茅
葺
を
和
小
屋
に
改
め
、
四
周
に
庇
を
め
ぐ
ら
し
て
規
模
を
拡
張
し
、
前
後
に
離

れ
座
敷
を
敷
設
す
る
な
ど
大
改
造
を
加
え
た
結
果
で
あ
る
。
改
造
は
加
わ
っ
て
い
る
が
、
旧
軸
組
は
良

く
残
し
て
お
り
、
内
部
の
古
い
部
分
は
余
り
大
き
な
改
造
は
加
わ
っ
て
い
な
い
。 

復
原
す
る
と
当
初
は
桁
行
八
間
半
、
梁
間
五
間
で
、
平
面
は
東
側
を
土
間
、
西
側
を
部
屋
と
し
た
四

間
取
り
で
、
棟
通
り
で
前
後
に
分
け
て
、
表
側
に
十
五
畳
間
と
仏
間
、
裏
側
に
は
土
間
に
一
間
の
張
り

出
し
を
も
つ
二
十
畳
大
の
広
い
台
所
と
納
戸
を
配
し
て
い
た
。
正
面
に
基
格
子
窓
が
あ
っ
た
痕
跡
が
あ

る
こ
と
、
部
材
の
仕
上
げ
、
構
造
手
法
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
の
建
物
は
十
七
世
紀
末
ご
ろ
の
建
築
と

考
え
ら
れ
る
。
現
在
で
は
、
拡
張
し
た
庇
部
分
に
小
部
屋
を
つ
く
り
、
各
部
屋
と
も
畳
敷
と
し
、
長
押
を

回
し
、
根
太
天
井
を
張
る
な
ど
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
複
雑
な
間
取
り
に
な
っ
て
い
る
。 

長
屋
門
は
桁
行
き
六
間
半
、
梁
間
二
間
、
寄
棟
造
、
茅
葺
の
建
物
で
中
央
部
二
間
半
に
扉
を
構
え
、
東

側
を
物
置
、
西
側
を
下
男
部
屋
と
し
て
い
る
。
建
築
年
代
は
腕
木
の
墨
書
に
よ
っ
て
安
永
十
年
（
一
七

八
一
）
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。 

大
鐘
家
住
宅
は
岡
を
背
に
し
た
小
高
い
敷
地
に
主
屋
と
長
屋
門
が
あ
っ
て
、
往
時
の
大
庄
屋
層
の
屋

敷
構
え
を
良
く
伝
え
て
お
り
、
静
岡
県
下
で
は
古
い
民
家
の
一
つ
で
あ
る
。
土
間
を
は
じ
め
と
す
る
軸

部
や
梁
組
は
雄
大
で
、
質
が
良
く
、
ま
た
長
屋
門
は
建
築
年
代
が
明
か
で
あ
る
こ
と
も
貴
重
で
あ
る
。 

 

中
村
家
住
宅
主
屋 

中
村
家
は
浜
名
湖
湖
口
の
東
岸
近
く
に
位
置
す
る
。
中
村
家
は
武
家
の
出
身
で
文
明
年
間
、
当
地
に

居
を
構
え
た
と
伝
え
、
江
戸
時
代
以
降
は
庄
屋
、
代
官
、
神
官
な
ど
を
務
め
た
と
い
う
。
現
在
の
住
宅
は

寄
棟
造
、
茅
葺
で
桁
行
一
一
間
、
半
、
梁
間
六
間
の
大
規
模
な
も
の
で
、
一
八
世
紀
中
ご
ろ
の
建
築
と
み

ら
れ
る
。
構
造
は
静
岡
県
西
部
に
共
通
の
形
式
を
持
ち
、
棟
通
り
に
一
間
ご
と
に
柱
を
立
て
、
こ
の
柱

筋
と
前
後
二
間
の
本
柱
筋
に
は
敷
桁
を
通
し
、
そ
の
上
に
小
屋
梁
を
架
け
る
。
本
柱
筋
か
ら
一
間
外
方

が
側
柱
で
、
小
屋
梁
は
本
柱
筋
か
ら
約
半
間
持
ち
出
し
、
そ
の
上
に
二
重
梁
式
の
和
小
屋
を
組
む
。
扠

首
は
、
側
桁
上
に
立
て
、
二
本
継
ぎ
に
架
け
て
い
る
。 

平
面
は
後
ろ
側
が
か
な
り
改
変
さ
れ
て
い
る
が
、
復
原
す
る
と
前
面
三
室
、
後
ろ
三
な
い
し
四
室
が

梁
行
柱
筋
喰
違
い
に
配
さ
れ
、
後
ろ
の
「
だ
い
ど
こ
ろ
」
は
土
間
へ
一
間
分
張
り
出
す
。
前
の
「
ひ
ろ

ま
」
、
後
ろ
の
「
ね
ま
」
は
共
に
三
間
四
方
の
室
と
な
り
、
太
い
竿
縁
天
井
を
張
っ
て
は
い
る
が
、
太
く

曲
っ
た
梁
組
を
見
せ
て
い
る
。
な
お
「
ひ
ろ
ま
」
前
面
の
式
台
は
後
設
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
土
間
は

柱
や
梁
組
な
ど
床
上
部
に
比
べ
る
と
や
や
粗
末
で
あ
る
。
こ
の
住
宅
は
内
部
が
改
変
さ
れ
、
梁
組
一
部

組
み
変
え
ら
れ
て
い
る
が
、
規
模
は
も
と
の
ま
ま
で
あ
る
。
大
規
模
で
質
が
良
く
、
内
部
の
板
戸
、
障
子

な
ど
古
い
建
具
も
残
さ
れ
て
い
る
。 
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四
―
二 

遠
州
地
方
に
お
け
る
近
代
和
風
住
宅
の
展
開
と
旧
山
崎
家
住
宅 

 

  

旧
山
崎
家
住
宅
は
近
世
後
期
の
大
規
模
民
家
に
加
え
、
明
治
以
降
に
整
備
さ

れ
た
増
築
部
や
庭
園
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
後
者
の
、
近
代
和
風
住
宅

と
も
言
う
べ
き
観
点
か
ら
、
遠
州
地
方
に
お
け
る
歴
史
的
背
景
を
交
え
つ
つ
考

察
す
る
。 

 

（
一
） 

屋
敷
構
え 

  

旧
山
崎
家
住
宅
は
、
全
体
と
し
て
大
規
模
住
宅
の
屋
敷
構
え
が
建
築
物
群
と

し
て
示
さ
れ
、
市
街
地
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
ほ
ぼ
往
時
の
敷
地
と
景
観
を
保

持
し
て
い
る
。
敷
地
内
は
建
築
物
と
塀
に
よ
っ
て
、
外
部
空
間
を
含
ん
だ
領
域

分
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、
建
築
物
は
土
地
利
用
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。 

 

ま
ず
、
南
側
の
旧
東
海
道
か
ら
導
入
路
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
長
屋
門
を
構
え

る
。
長
屋
門
を
入
る
と
、
正
面
に
主
屋
が
位
置
し
、
西
側
に
は
板
と
漆
喰
の
塀

と
中
門
が
あ
る
。
東
側
に
は
蔵
が
あ
る
。
こ
の
領
域
は
明
る
く
広
く
、
こ
の
家

の
格
式
を
示
す
空
間
で
あ
っ
た
。 

 

中
門
の
奥
に
は
、
入
母
屋
、
銅
板
葺
の
式
台
玄
関
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
主
屋
南
西
側
の
座
敷
前
を
経
て
、
主
屋
の
北
西
奥
に
延
び
る
増
築
部
に

か
け
て
の
領
域
は
、
観
賞
用
の
庭
園
で
あ
る
。
か
つ
て
は
逆
川
か
ら
水
路
を
引

き
込
み
、
主
屋
西
側
で
池
を
つ
く
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
特
筆
さ
れ
る
べ
き
は
大

き
な
赤
松
数
十
本
で
、
「
松
ヶ
岡
」
の
所
以
で
あ
ろ
う
。
庭
内
に
は
多
数
の
燈

籠
の
他
、
沓
脱
に
鞍
馬
石
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
こ
こ
は
特
定
の
客
と
主
人
の
み

に
許
さ
れ
た
も
て
な
し
と
趣
味
を
示
す
空
間
で
あ
っ
た
。 

 

主
屋
と
増
築
部
の
北
側
に
は
菜
園
を
囲
う
よ
う
に
二
棟
の
蔵
が
立
ち
、
さ
ら

に
敷
地
の
東
側
と
北
側
は
川
で
囲
ま
れ
天
然
の
堀
と
な
っ
て
い
る
。
高
木
に
よ

っ
て
屋
敷
林
が
形
成
さ
れ
、
遠
景
か
ら
で
も
識
別
で
き
る
景
観
要
素
と
な
っ
て

い
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
南
面
す
る
主
屋
に
対
し
て
、
南
東
に
門
を
開
き
、
南
西
に
囲
わ

れ
た
庭
が
展
開
し
、
こ
の
庭
が
北
西
に
続
く
構
成
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

主
屋
は
東
側
に
土
間
、
勝
手
を
も
ち
、
西
側
に
座
敷
が
あ
り
、
座
敷
か
ら
庭
が

眺
め
渡
さ
れ
る
。
こ
の
配
置
は
、
静
岡
県
遠
州
地
方
に
お
い
て
一
般
的
な
位
置

関
係
で
あ
り
、
山
崎
家
に
お
け
る
建
築
物
と
外
部
空
間
の
関
係
は
典
型
的
と
い

っ
て
よ
いi

)

。 

 

（
二
）
明
治
一
一
年
御
巡
幸
の
遺
構 

  

旧
山
崎
家
住
宅
は
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
一
一
月
一
日
か
ら
翌
日
に
か

け
て
、
明
治
天
皇
の
御
巡
幸
の
際
の
行
在
所
と
な
っ
た
。
昭
和
八
（
一
九
三

三
）
年
、
こ
の
行
在
所
は
聖
蹟
と
し
て
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
戦
後
に
指
定
が
解

除
さ
れ
た
後
も
、
そ
の
石
碑
が
長
屋
門
脇
に
立
っ
て
い
る
。
付
言
す
る
な
ら
、

明
治
天
皇
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
生
ま
れ
、
明
治
元
年
は
一
五
歳
、
明
治

一
一
年
は
二
五
歳
に
あ
た
る
。
こ
の
天
皇
の
若
さ
が
、
近
代
的
な
交
通
手
段
が

な
い
初
期
の
御
巡
幸
を
可
能
に
し
、
そ
れ
が
明
治
期
の
社
会
の
活
力
に
つ
な
が

っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 
明
治
一
一
年
の
北
陸
東
海
御
巡
幸
は
静
岡
県
地
方
の
近
代
化
に
お
い
て
象
徴

的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
明
治
元
年
、
翌
二
年
の
京
都
か
ら
東
京
へ
の
行
幸
の

際
は
、
宿
泊
、
休
息
に
は
大
半
で
本
陣
が
使
わ
れ
て
い
るi

i
)

。
他
方
、
鉄
道
開

通
後
の
御
巡
幸
で
は
静
岡
県
内
の
住
宅
が
宿
泊
、
休
息
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
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く
な
る
。
維
新
後
の
六
大
御
巡
幸
と
言
わ
れ
る
鉄
道
開
通
以
前
の
全
国
御
巡
幸

の
う
ち
、
明
治
天
皇
が
静
岡
県
内
を
通
過
し
た
の
は
明
治
一
一
年
だ
け
で
、
こ

の
と
き
個
人
住
宅
が
使
わ
れ
た
こ
と
は
、
江
戸
期
以
来
の
施
設
が
衰
退
し
、
通

過
途
上
に
そ
れ
以
上
の
空
間
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
地

方
に
お
け
る
近
代
の
変
革
を
物
語
っ
て
お
り
、
御
巡
幸
施
設
に
使
わ
れ
た

「
家
」
は
、
地
方
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
よ
り
力
を
も
ち
、
公
共
的
性
格
を
強

め
、
質
の
高
い
建
築
と
大
規
模
な
景
観
を
呈
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

山
崎
家
住
宅
に
関
し
て
は
、
史
跡
指
定
の
前
後
に
、
次
の
よ
う
な
文
献
が
発

刊
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

Ａ.

「
明
治
天
皇
御
東
行
の
際
に
於
け
る
掛
川
宿
の
御
遺
跡
に
就
て
」i

i
i
)
 

昭
和
五
年 

 
 

Ｂ.

『
明
治
天
皇
聖
蹟
』i

v
)

昭
和
一
〇
年 

 
 

Ｃ.

「
明
治
十
一
年
御
巡
幸
遠
江
聖
蹟
記
稿
」v
)

昭
和
一
一
年 

 
 

Ｄ.

『
明
治
天
皇
聖
蹟
』v

i
)

昭
和
一
二
年 

 

こ
の
中
か
ら
、
明
治
一
一
年
の
建
築
造
営
に
関
す
る
箇
所
を
検
討
し
て
み
よ

う
。 

 

Ａ
に
お
い
て
は
「
山
崎
覚
次
郎
博
士
談
」
と
し
て
、
「
特
別
に
御
殿
等
を
御

造
営
申
上
ぐ
る
事
も
な
く
、
現
在
の
此
邸
宅
を
何
等
装
飾
す
る
の
で
も
な
く
、

唯
壁
畳
襖
等
を
新
調
致
し
ま
し
た
の
み
で
、
其
外
僅
に
修
理
を
加
へ
た
程
度
で

有
つ
た
」
と
あ
り
、
大
規
模
な
増
築
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
「
御
馬
車
の
お
障
り
に
な
る
門
の
敷
居
を
取
拂
ふ
用
意
を
致
し
ま
し
た

が
、
夫
れ
に
は
及
ば
ぬ
と
の
御
諚
で
、
門
外
で
御
下
車
な
さ
れ
て
、
門
内
よ
り

玄
関
迄
玉
歩
を
運
ば
さ
せ
ら
れ
た
」
と
も
あ
る
。 

 

さ
ら
に
Ａ
で
は
主
屋
座
敷
の
略
図
（
図
四-

一
〇
）
が
示
さ
れ
、
「
御
座
敷

の
南
と
、
西
は
庭
園
で
あ
り
、
一
間
の
内
縁
で
囲
ま
れ
て
居
り
ま
し
て
、
左
図

の
如
く
最
も
南
が
四
畳
で
次
が
八
畳
其
の
次
も
八
畳
（
尚
ほ
奥
に
も
御
座
敷
は

有
る
如
く
伺
へ
る
）
其
の
東
に
各
十
畳
の
御
座
敷
が
有
て
御
台
所
に
接
せ
ら
れ

る
」
と
あ
り
、
「
此
の
八
畳
の
奥
の
間
」
が
「
玉
座
と
な
り
し
御
居
間
」
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
主
屋
西
側
の
四
間
と
入
側
が
主
に
使

わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
（
尚
ほ
奥
に
も
御
座
敷
は
有
る
如
く
伺
へ
る
）
」

と
あ
る
の
は
、
Ａ
が
書
か
れ
た
時
点
で
の
筆
者
に
よ
る
推
測
で
あ
り
、
増
築
部

は
行
在
所
で
は
な
い
の
で
見
学
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

Ｂ
に
お
い
て
は
「
指
定
区
域
図
」
と
し
て
配
置
平
面
図
（
図
三-

四
一
）
が

示
さ
れ
、
写
真
四
点
（
門
、
座
敷
外
観
、
座
敷
内
観
、
座
敷
内
か
ら
見
た
主

庭
）
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
平
面
図
は
増
築
部
を
伴
っ
て
お
り
、
現
状
と
ほ
ぼ

同
様
で
あ
る
（
現
状
は
増
築
部
最
奥
の
茶
室
が
失
わ
れ
て
い
る
）
。
ま
た
、

「
御
座
所
に
充
て
ら
れ
た
る
は
本
屋
の
奥
八
畳
間
に
し
て
其
に
接
し
て
次
の
間

あ
り
、
入
側
縁
を
隔
て
て
庭
園
に
面
す
。
御
座
所
は
、
平
常
使
用
せ
ず
、
鄭
重

に
保
存
せ
ら
れ
た
り
。
」
と
あ
り
、
Ａ
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。 

 

Ｃ
に
お
い
て
は
明
治
一
一
年
当

時
の
「
先
発
官
ノ
報
告
」
が
伝
え

ら
れ
、
「
御
浴
室
御
厠
在
来
修

繕
」
と
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

Ｃ
の
筆
者
に
よ
る
注
記
と
し
て
こ

こ
に
「
（
明
治
四
十
五
年
頃
取
毀

チ
現
今
無
シ
）
」
と
あ
り
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
行
在
所
用
に
修
繕
し
た

浴
室
と
厠
は
、
史
跡
指
定
時
に
は

失
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

図 4-10 主屋座敷の略図 
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続
い
て
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
る
。
「
当
家
往
還
西
町
橋
際
ヨ
リ
左
折
凡
二

丁
入
込
、
当
時
道
路
狭
隘
ナ
レ
ド
モ
戸
主
自
費
ヲ
以
取
廣
候
趣
申
居
候
間
、
御

馬
車
之
儘
通
御
相
成
候
見
込
ニ
御
座
候
。
遠
州
屈
指
ノ
豪
家
ト
申
事
ニ
有
之
、

御
座
所
ヨ
リ
野
望
等
ハ
頗
快
闊
ニ
シ
テ
御
慰
可
相
成
哉
ニ
候
得
共
間
割
等
充
分

ナ
ラ
ス
、
供
進
所
ヨ
リ
御
座
所
ヘ
ノ
往
復
御
浴
室
御
上
リ
場
ヲ
用
候
都
合
ニ
有

之
不
得
止
手
都
合
致
置
候
。
」
導
入
路
を
広
げ
た
こ
と
、
御
座
所
か
ら
の
眺
め

が
い
い
こ
と
、
し
か
し
間
取
り
に
不
都
合
が
あ
る
こ
と
、
等
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
Ｃ
で
は
Ａ
の
山
崎
覚
次
郎
に
よ
る
逸
話
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。 

 

Ｄ
に
お
い
て
は
「
掛
川
行
在
所
平
面
図
」
（
図
三-

三
八
）
と
、
写
真
五
点

（
Ｂ
と
全
く
同
じ
四
点
と
座
敷
内
か
ら
見
た
庭
園
一
点
）
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
「
平
面
図
」
は
、
Ｂ
と
は
異
な
り
、
門
の
西
側
に
部
屋
が
あ
る
こ
と
、
現

状
の
玄
関
よ
り
西
に
張
り
出
し
た
位
置
に
部
屋
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り

も
御
座
所
と
な
っ
た
座
敷
の
西
奥
に
続
く
便
所
、
浴
室
を
は
じ
め
と
す
る
諸
室

が
大
き
く
違
う
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
西
側
の
敷
地
が
現
況
よ
り
狭

く
、
北
側
の
蔵
の
形
状
と
位
置
も
異
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
と
Ｄ
に
お
け
る
図
面
の

異
同
は
い
か
な
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

ま
ず
、
Ｂ
と
Ｄ
は
同
じ
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
強
い
関
連
性
を
持
っ
て
い
る
。
Ｂ
の
方
が
Ｄ
よ
り
前
に
出
版
さ
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
Ｂ
の
方
が
現
状
に
近
い
図
面
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
の
編
者

が
Ｂ
の
図
面
を
知
ら
な
い
蓋
然
性
は
低
い
。
他
方
、
Ｃ
に
お
い
て
は
「
御
浴
室

御
厠
在
来
修
繕
（
明
治
四
十
五
年
頃
取
毀
チ
現
今
無
シ
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
に

加
え
「
供
進
所
ヨ
リ
御
座
所
ヘ
ノ
往
復
御
浴
室
御
上
リ
場
ヲ
用
候
都
合
ニ
有
之

不
得
止
手
都
合
致
置
候
」
と
あ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
動
線
上
で
浴
室
上
が
り
場
を

通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
Ｄ
の
図
面
で
は
浴
室
と
思

わ
れ
る
箇
所
が
座
敷
に
近
く
、
北
を
廻
っ
て
く
る
サ
ー
ビ
ス
動
線
と
交
錯
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
Ｄ
の
図
面
は
明

治
一
一
年
当
時
の
復
元
図
の
可
能
性
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
増
築
部
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
門
や
玄
関
も
明
治
一
一
年
以
降
の
あ
る
時
点
で
変
更
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
長
屋
門
西
側
を
見
る
と
、
北
西
角
の
柱
に
接
続
の
痕
跡

が
あ
る
。
ま
た
主
屋
南
側
下
屋
の
軒
桁
、
現
状
の
玄
関
よ
り
や
や
西
に
や
は
り

接
続
の
痕
跡
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
Ｄ
の
図
面
は
復
元
図
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｄ
が
出
版
さ
れ
た
時
点
で
は
失
わ
れ
て
い
る
は
ず
の

平
面
が
、
何
を
根
拠
に
描
か
れ
た
の
か
は
記
載
が
な
く
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。 

 

Ｄ
に
お
い
て
は
ま
た
、
Ｃ
の
「
先
発
官
ノ
報
告
」
と
同
じ
も
の
が
伝
え
ら

れ
、
こ
れ
が
「
明
治
十
一
年
十
月
十
二
日
御
先
發
内
匠
課
報
知
」
で
あ
り
、
行

在
所
と
な
る
二
〇
日
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

以
上
に
加
え
、
明
治
一
一
年
当
時
の
先
発
官
に
よ
る
修
繕
仕
様
書
に
つ
い
て

書
か
れ
た
次
の
文
献
が
あ
る
。 

 
 

Ｅ.

「
明
治
十
一
年
明
治
天
皇
北
陸
・
東
海
道
御
巡
幸
掛
川
行
在
所
の
こ
と
」v

i
i
) 

平
成
元
年 

  

こ
れ
は
当
時
の
記
録
を
蔵
す
る
郷
土
史
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
修

繕
の
仕
様
と
人
件
費
を
含
め
た
見
積
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

「
御
浴
室
在
来
ノ
間
内
、
図
面
仕
様
書
ニ
倣
ヒ
出
来
、
御
厠
在
来
床
取
払
、
野

床
並
床
共
張
立
薄
縁
敷
込
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
推
測
す
る
と
、
在
来
の
も
の

を
修
繕
す
る
工
事
で
、
大
き
な
間
取
り
の
変
更
等
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
、
こ
れ
が
Ｃ
に
お
い
て
明
治
四
五
年
頃
に
失
わ
れ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。 

  

御
座
所
に
使
わ
れ
た
主
屋
座
敷
は
、
柱
は
床
柱
と
も
全
て
檜
角
柱
。
長
押
も
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檜
。
床
框
、
落
掛
は
黒
漆
で
、
床
は
薄
縁
。
意
匠
、
材
料
は
典
型
的
な
書
院
造

り
で
あ
る
が
、
天
井
の
棹
縁
や
障
子
の
桟
が
狭
く
、
江
戸
期
の
地
方
民
家
の
意

匠
を
残
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
質
実
な
感
じ
の
部
屋
で
、
装
飾
は
欄
間
の
松

の
み
で
あ
る
。
他
方
、
入
側
の
長
押
、
棹
縁
に
は
杉
面
皮
が
用
い
ら
れ
、
障
子

に
は
大
判
ガ
ラ
ス
が
嵌
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
座
敷
内
と
は
や
や
雰
囲
気

を
異
に
し
、
増
築
時
に
手
が
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
三
）
近
代
和
風
の
増
築
部 

  

旧
山
崎
家
住
宅
の
住
居
部
分
は
、
主
屋
と
増
築
部
と
か
ら
成
る
が
、
こ
れ
は

明
治
以
降
の
地
方
有
力
者
の
大
規
模
な
住
宅
に
お
け
る
典
型
的
な
構
成
を
示
し

て
い
る
。
明
治
以
降
の
家
作
は
多
く
の
場
合
、
江
戸
期
以
来
の
主
屋
の
骨
格
は

そ
の
ま
ま
残
し
、
そ
れ
に
手
を
加
え
た
り
、
接
し
て
増
築
し
た
り
、
離
れ
と
し

て
建
て
た
部
分
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
新
座
敷
等
と
呼
ば
れ
、
主
人
の
居
所
や

客
間
と
し
て
使
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
主
屋
に
対
す
る
増
築
部
で
は
あ
る
が
、
近

代
和
風
建
築
の
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
重
要
な
意
味
が
あ
る
。 

 

山
崎
家
に
お
い
て
増
築
が
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
主
屋

の
座
敷
が
「
御
座
所
は
、
平
常
使
用
せ
ず
、
鄭
重
に
保
存
せ
ら
れ
た
り
」
と
伝

え
ら
れ
る
状
況
の
な
か
で
使
え
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
増
築
が
行
わ
れ
た
と
も

推
測
さ
れ
る
。
こ
の
増
築
部
を
前
に
し
た
、
職
方
一
同
の
集
合
写
真
（
図
四-

一
一
）
が
旧
蔵
さ
れ
て
お
りv

i
i
i
)

、
そ
こ
に
は
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に

没
し
た
山
崎
千
三
郎
で
は
な
く
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
亡
く
な
っ
た
山

崎
淳
一
郎
が
当
主
と
し
て
写
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
撮
ら
れ
た
も
の

だ
が
、
当
時
こ
う
し
た
集
合
写
真
が
撮
影
さ
れ
る
の
は
竣
工
時
等
と
推
測
さ
れ

る
。 

 

主
屋
の
入
側
か
ら
奥
に
進

む
と
、
廊
下
は
棹
縁
を
弓
形

に
曲
げ
た
天
井
と
な
り
、
そ

の
奥
に
座
敷
が
あ
る
。
こ
の

部
屋
の
柱
、
長
押
は
床
柱
と

も
全
て
木
曽
（
尾
州
）
檜
と

見
ら
れ
る
最
良
材
で
、
琵
琶

台
周
辺
も
同
材
と
見
ら
れ

る
。
こ
こ
に
あ
え
て
、
床
框

は
楓
、
落
掛
に
も
広
葉
樹
を

用
い
、
床
板
、
床
脇
板
、
琵

琶
台
は
松
。
唐
木
は
使
用
せ

ず
、
派
手
さ
は
な
い
が
、
行

在
所
と
な
っ
た
表
座
敷
よ
り

も
や
や
意
匠
を
外
し
て
い

る
。
高
い
天
井
に
は
幅
広
の
板
を
用
い
る
な
ど
、
き
わ
め
て
上
質
の
材
料
で
、

非
常
に
精
度
の
高
い
造
作
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

前
述
の
と
お
り
、
御
巡
幸
時
に
修
繕
さ
れ
た
便
所
、
浴
室
と
現
状
の
そ
れ
ら

が
異
な
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
奥
座
敷
よ
り
手
前
の
諸
室
や
便
所
、
浴
室
等
も

奥
座
敷
と
同
時
期
に
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。 

 

近
代
和
風
の
特
徴
と
し
て
、
物
流
の
広
域
化
が
も
た
ら
し
た
良
質
の
材
料
、

大
工
技
術
の
公
開
、
道
具
の
精
密
化
、
合
理
的
な
架
構
法
の
開
発
等
に
よ
る
構

法
の
向
上
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
旧
山
崎
家
住
宅
の
増
築
部
で
は
、
こ
う
し
た

特
徴
が
典
型
的
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
建
物
は
そ
れ
以
前
の
部
分
よ
り
も
格

段
に
よ
い
材
料
と
仕
上
げ
を
見
せ
、
地
方
に
お
け
る
近
代
大
工
技
術
の
伝
播
を 図 4-11 淳一郎氏と職人の集合写真（奥座敷前） 
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物
語
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
部
分
こ
そ
が
、
近
代
に
お
け
る
成
功
者
の
趣
味
と

見
識
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

（
四
）
憬
れ
の
実
現
と
し
て
の
近
代
和
風 

  

一
般
に
、
地
方
有
力
者
の
住
宅
が
壮
豪
な
構
え
を
も
つ
に
至
っ
た
の
は
、
維

新
の
動
乱
が
収
ま
り
、
近
代
の
社
会
に
移
行
し
て
か
ら
の
こ
と
が
多
い
。
不
動

産
の
流
通
が
自
由
に
な
り
、
家
作
の
制
限
が
な
く
な
り
、
大
土
地
所
有
者
は
蓄

積
し
た
財
を
家
作
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
たi

x
)

。
そ
の
近
代
の
成

功
者
と
な
っ
た
人
物
の
家
で
は
、
江
戸
時
代
に
は
叶
わ
な
か
っ
た
大
規
模
か
つ

上
質
の
普
請
が
行
わ
れ
、
と
り
わ
け
主
屋
の
座
敷
部
分
や
増
築
さ
れ
た
客
間
等

に
財
が
費
や
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
普
請
は
、
明
治
以
降
に
実
現
可
能
と
な
っ
た

家
格
や
家
風
の
表
現
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
新
興
の
名

門
と
な
っ
た
「
家
」
を
か
た
ち
と
し
て
表
現
し
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
べ

き
資
産
と
し
て
住
宅
の
建
設
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
家
」
の
豊
か

さ
を
地
域
や
客
に
示
し
、
ま
た
家
族
に
「
家
」
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
す

の
に
、
最
も
わ
か
り
や
す
い
方
法
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
特
別
な
「
家
」

で
あ
る
こ
と
の
表
現
に
注
意
が
払
わ
れ
、
そ
の
表
現
は
と
り
わ
け
地
域
に
対
し

て
の
屋
敷
構
え
と
、
客
を
通
す
書
院
や
客
間
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

 

屋
敷
構
え
は
、
そ
の
「
家
」
の
豊
か
さ
を
示
す
と
同
時
に
、
地
区
内
で
の
重

要
な
景
観
と
な
っ
て
い
っ
た
。
屋
敷
構
え
を
示
す
も
の
に
門
が
あ
る
。
門
は
外

部
に
対
す
る
景
観
要
素
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
江
戸
時

代
に
門
を
構
え
て
い
る
家
は
庄
屋
（
名
主
）
等
の
村
役
人
層
で
あ
る
か
大
地
主

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
門
は
元
来
、
武
士
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
つ
く
ら
れ
た
の

で
、
門
の
存
在
は
そ
の
家
に
書
院
造
り
の
客
間
座
敷
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味

し
たx

)

。
明
治
以
降
は
身
分
制
度
に
と
も
な
う
家
作
の
制
限
は
な
く
な
っ
た

が
、
そ
れ
が
た
め
に
よ
り
い
っ
そ
う
、
江
戸
時
代
の
高
級
住
宅
の
形
式
が
流
布

し
、
門
や
客
間
を
も
つ
住
宅
は
格
段
に
増
え
た
。 

 

書
院
や
客
間
で
は
、
床
の
間
や
長
押
、
釘
隠
、
欄
間
と
い
っ
た
形
式
的
な
表

現
が
、
家
作
制
限
を
解
か
れ
て
各
家
に
用
い
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う

し
た
座
敷
の
前
面
や
側
面
に
は
、
手
入
れ
を
施
さ
れ
た
庭
園
が
つ
く
ら
れ
た
。

こ
の
庭
園
は
座
敷
と
一
体
の
空
間
と
し
て
展
開
し
、
座
敷
か
ら
見
渡
し
、
ま
た

縁
側
か
ら
そ
こ
に
下
り
立
つ
こ
と
が
、
主
人
の
喜
び
で
あ
り
、
客
へ
の
も
て
な

し
で
あ
っ
た
。 

 

門
に
し
ろ
書
院
の
内
外
装
に
し
ろ
、
「
家
」
の
表
現
に
は
一
定
の
形
式
が
前

提
と
さ
れ
る
。
そ
の
モ
デ
ル
は
前
近
代
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
、
塀
で
仕
切
ら

れ
た
庭
園
は
、
中
門
よ
り
先
は
限
ら
れ
た
人
物
し
か
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か

っ
た
、
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
に
よ
る
空
間
の
階
層
化
の
名
残
で
あ
る
。
そ
れ

が
ど
ん
な
に
形
骸
化
し
た
に
せ
よ
、
明
治
以
降
も
な
く
な
る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま

す
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
敷
地
内
で
の
場
所
の
性
格

付
け
や
、
配
置
の
形
式
が
江
戸
時
代
の
も
の
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
の
現
れ
と

い
っ
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
明
治
の
新
興
富
裕
層
に
と
っ
て
、
屋
敷
の
構
え
や
座

敷
の
周
囲
を
整
え
る
こ
と
は
、
前
の
時
代
に
果
た
せ
な
か
っ
た
普
請
の
夢
の
実

現
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
方
有
力
者
の
大
規
模
な
住
宅
は
、
前
近
代

の
憬
れ
の
実
現
と
し
て
の
近
代
和
風
建
築
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
る
。 

 

（
五
）
『
報
徳
学
斉
家
談
』
に
お
け
る
「
斉
家
」 

  

旧
山
崎
家
住
宅
の
屋
敷
構
え
や
座
敷
と
そ
の
前
の
庭
園
は
、
客
に
対
す
る
も

て
な
し
を
示
す
と
と
も
に
、
格
式
の
表
現
と
も
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
、
遠
州
地
方
に
お
い
て
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
力

を
有
し
て
い
た
報
徳
仕
法
の
な
か
に
範
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

遠
江
国
報
徳
社
の
岡
田
良
一
郎
は
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
に
『
報
徳
学

斉
家
談
』
と
い
う
書
物
を
著
し
て
い
る
。
こ
の
著
作
は
、
報
徳
仕
法
の
実
践
主

体
を
「
家
」
に
求
め
た
も
の
でx

i
)

、
岡
田
良
一
郎
の
発
言
は
地
方
に
お
け
る
近

代
化
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
そ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
表
題
に
見
ら
れ
る

「
斉
家
」
と
は
、
「
家
ヲ
斉
（
と
と
）
ノ
フ
」
の
意
味
で
、
儒
教
的
な
背
景
の

あ
る
言
葉
で
あ
る
がx

i
i
)

、
「
斉
家
」
は
近
代
初
期
に
お
い
て
、
海
野
福
寿
の

い
う
、
「
村
落
共
同
体
に
埋
没
し
て
い
た
家
を
再
発
見
す
る
」x

i
i
i
)

こ
と
を
よ

く
表
し
た
概
念
で
あ
る
。 

 

『
報
徳
学
斉
家
談
』
で
は
、
二
宮
尊
徳
の
『
報
徳
訓
』
を
、
例
証
を
挙
げ
て

敷
衍
し
た
上
巻
に
お
い
て
、
最
も
基
本
的
な
こ
と
と
し
て
、
次
の
項
目
を
挙
げ

て
い
る
。 

 

「
斉
家
ノ
目
、
大
約
九
ア
リ
。
左
ノ
如
シ
。 

 

父
子
親
シ
キ
事 

 

夫
婦

睦
マ
ジ
キ
事 

 

兄
弟
友
順
ナ
ル
事 

 

衣
食
住
裕
カ
ナ
ル
事 

 

職
業
相
栄

フ
ル
事 

 

親
戚
協
和
ス
ル
事 

 

隣
家
相
保
ツ
事 

 

公
事
訴
訟
無
キ
事 

 

疾
病
災
厄
寡
ナ
キ
事 

 

右
九
個
ノ
条
目
相
斉
フ
ル
ト
キ
ハ
、
之
ヲ
家
斉
フ
ト

云
フ
テ
不
可
ナ
ル
ナ
カ
ル
ベ
シ
。
」x

i
v
) 

 

こ
こ
に
見
ら
れ
る
、
「
衣
食
住
裕
カ
ナ
ル
事
」
か
ら
「
隣
家
相
保
ツ
事
」

は
、
い
ず
れ
も
「
家
」
を
建
築
的
に
「
斉
フ
ル
」
こ
と
に
つ
な
が
る
と
見
て
よ

い
。
こ
れ
ら
の
項
目
の
実
現
の
結
果
な
り
、
持
続
な
り
が
住
宅
の
建
設
と
し
て

現
れ
る
の
だ
と
と
ら
え
る
こ
と
が
、
住
宅
の
建
設
を
促
す
思
想
的
な
背
景
と
な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
『
報
徳
訓
』
の
「
身
命
長
養
在
衣
食
住

三
」
と
い
う
項
に
つ
い
て
書
い
た
部
分
で
は
、
は
じ
め
に
、
「
祖
先
ヨ
リ
父
母

ニ
至
リ
、
吾
ガ
身
ヨ
リ
子
孫
ニ
至
ル
身
命
ノ
繋
ガ
ル
処
、
衣
食
住
ノ
三
者
ニ
外

ナ
ラ
ズ
。
金
銀
貨
財
ノ
用
ハ
、
衣
食
住
ノ
三
者
ヲ
交
換
貿
易
ス
ル
ノ
具
タ
ル
ニ

過
ギ
ズ
。
貴
賤
貧
富
ハ
三
者
ヲ
所
有
支
配
ス
ル
ノ
多
寡
、
上
下
ヲ
別
ツ
ノ
名
ナ

リ
。
」x

v
) 

と
述
べ
、
神
代
の
昔
か
ら
の
発
展
の
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
今
日

を
考
え
れ
ば
、
「
天
祖
ノ
徳
」
「
天
祖
の
恩
」
に
「
感
謝
」
し
て
「
徳
ニ
報
ユ

ル
」
べ
き
だ
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
此
故
ニ
粗
服
ハ
改
メ
テ
美
服
ト
セ
ヨ
。
天
祖
ノ
功
以
テ
輝
ク
ベ
シ
。
粗
食

ハ
改
メ
テ
美
食
ト
セ
ヨ
。
天
祖
喜
ン
デ
其
香
ヲ
音
ケ
ン
。
陋
屋
宜
シ
ク
大
廈
ト

ナ
ス
ベ
シ
。
天
祖
明
ラ
カ
ニ
上
ニ
照
臨
ス
。
凡
ソ
汝
ノ
分
ヲ
守
リ
、
汝
ノ
業
ヲ

勤
メ
、
増
殖
ス
ル
処
ノ
者
ハ
、
天
厚
ク
之
ヲ
保
護
シ
、
必
ズ
衣
食
住
三
者
ヲ
シ

テ
欠
乏
ス
ル
コ
ト
無
ク
、
以
テ
汝
ノ
身
命
ヲ
長
養
セ
シ
ム
ベ
シ
。
天
祖
ノ
恵
、

誠
ニ
大
ナ
ル
哉
。
故
ニ
曰
、
身
命
長
養
ハ
衣
食
住
ノ
三
ニ
在
リ
矣
ト
。
」x

v
i
) 

 

こ
こ
で
は
、
儒
教
的
な
道
徳
観
を
背
景
に
し
な
が
ら
も
、
「
衣
食
住
」
の
進

歩
、
発
展
を
是
と
す
る
価
値
観
が
説
か
れ
て
お
り
、
「
住
」
に
つ
い
て
は
「
大

廈
ト
ナ
ス
ベ
シ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
分
ヲ
守
リ
」
「
増
殖
ス
ル
処
ノ
者
」

に
許
さ
れ
た
こ
と
と
は
い
え
、
は
っ
き
り
と
「
斉
家
」
の
表
現
と
し
て
住
宅
を

豊
か
に
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
価
値
観
が
、
総
じ
て
地
方

の
近
代
化
を
推
し
進
め
、
結
果
と
し
て
住
宅
を
「
斉
フ
ル
」
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

近
代
の
初
期
に
お
け
る
報
徳
主
義
の
位
置
付
け
を
、
海
野
福
寿
は
次
の
よ
う

に
解
説
し
て
い
る
。 

 

「
共
同
体
内
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
頂
点
に
立
つ
伝
統
的
地
主
層
の
側
か
ら
私
的

経
済
確
立
の
要
求
が
起
り
、
従
来
の
共
同
体
的
諸
関
係
の
転
換
と
豪
農
化
し
た

村
方
地
主
の
下
で
の
新
た
な
共
同
体
再
編
が
意
図
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

場
合
、
豪
農
は
自
己
の
私
的
領
域
確
立
の
た
め
に
、
個
々
の
共
同
体
構
成
員
に

も
一
定
の
自
立
性
（
後
年
の
用
語
で
あ
る
が
「
自
力
更
生
」
）
を
強
制
す
る
。
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報
徳
主
義
は
こ
の
よ
う
な
関
係
を
背
景
に
し
た
過
渡
期
に
適
合
的
な
思
想
で
あ

り
、
そ
の
限
り
で
は
擬
似
近
代
思
想
的
役
割
を
果
た
し
た
。
」x

v
i
i
) 

 

 

こ
う
し
た
報
徳
主
義
は
明
治
政
府
に
も
歓
迎
さ
れ
、
殖
産
興
業
政
策
が
地
方

豪
農
を
政
策
対
象
と
し
て
推
進
さ
れ
た
。
報
徳
主
義
に
裏
付
け
ら
れ
た
殖
産
興

業
に
お
け
る
「
自
立
性
」
の
実
践
主
体
が
「
家
」
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し

て
、
有
力
者
の
「
家
」
で
は
、
地
区
の
人
々
に
「
斉
家
」
の
実
践
を
示
す
た
め

に
も
、
ま
た
有
力
者
ど
う
し
の
つ
き
あ
い
の
な
か
で
も
、
自
分
の
屋
敷
を
「
斉

ノ
ヘ
」
、
客
間
を
普
請
し
、
庭
園
を
手
入
れ
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
の
有
力
者
の
住
ま
い
で
あ
っ
た
住
宅
に
お
い
て
、

そ
の
屋
敷
構
え
と
、
と
り
わ
け
近
代
に
な
っ
て
整
備
さ
れ
た
部
分
は
、
「
斉

家
」
の
表
現
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

（
六
）
ま
と
め 

i

）
明
治
期
の
銅
版
画
に
基
づ
く
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
静
岡
県
地
方
の
民
家174

例
中149

件

（
遠
州
地
方
で
は87

例
中77

件
）
に
囲
わ
れ
た
庭
が
存
在
し
、149

例
中
、
門
を
南
東
に
開
く
も
の

が113

件
、
う
ち
囲
わ
れ
た
庭
が
南
西
に
位
置
す
る
も
の
が96

件
あ
る
。
（
拙
稿
『
近
代
和
風
住
宅

を
通
し
た
景
勝
地
の
形
成
に
関
す
る
史
的
研
究
』
芝
浦
工
業
大
学
博
士
論
文
、2000

、pp.207-237

） 
ii

）
日
本
史
籍
協
会
編
『
明
治
天
皇
行
幸
年
表
』
東
京
大
学
出
版
会
、1982

（1933

版
の
復
刻
） 

iii

）
山
下
武
夫
、
大
場
庄
平
「
明
治
天
皇
御
東
行
の
際
に
於
け
る
掛
川
宿
の
御
遺
跡
に
就
て
」
『
大
日

本
報
徳
』
第29

巻
、337

号
、
大
日
本
報
徳
社
、1930

、pp.45-55 
iv

）
『
史
跡
調
査
報
告
第8

輯 

明
治
天
皇
聖
蹟
』
文
部
省
、1935 

v

）
山
崎
常
磐
「
明
治
十
一
年
御
巡
幸
遠
江
聖
蹟
記
稿
」
『
静
岡
県
郷
土
研
究
』
第7

輯
、
静
岡
県
郷

土
研
究
協
会
、1936

、pp.4-28 
vi

）
『
静
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
（
特
輯
号
）
第11

集 

明
治
天
皇
聖
蹟
』
静
岡

県
、1937

 
 

vii

）
中
川
長
一
『
明
治
十
一
年
明
治
天
皇
北
陸
・
東
海
道
御
巡
幸
掛
川
行
在
所
の
こ
と 

続
・
掛
川
風

俗
史
稿
』1989

、pp.5-20 
viii

）
掛
川
市
新
町
金
原
家
蔵
。
金
原
家
は
銅
板
の
職
方
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

  

以
上
の
よ
う
に
、
旧
山
崎
家
住
宅
は
近
代
和
風
住
宅
と
し
て
の
特
徴
を
典
型

的
に
示
し
て
い
る
。
一
体
で
遺
さ
れ
た
屋
敷
の
景
観
、
厳
選
し
た
材
料
と
丁
寧

な
加
工
に
よ
る
質
の
高
い
座
敷
と
増
築
部
が
あ
り
、
加
え
て
明
治
一
一
年
の
行

在
所
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
全
国
的
に
も
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。
そ
れ
は

掛
川
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
報
徳
思
想
に
照
ら
し
て
も
、
近
代
に
お
い
て

有
力
な
「
家
」
の
姿
が
整
え
ら
れ
て
い
く
様
子
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

 

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
管
理
者
の
横
山
茂
氏
に
は
一
九
九
八
年
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
時
か
ら
十
数
年
を
経
て
、
再
び
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
和
田
厚

氏
、
小
澤
吉
造
氏
の
多
大
な
ご
協
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。 

（
引
用
部
に
お
い
て
、
一
部
旧
漢
字
を
常
用
漢
字
に
改
め
た
）  

ix

）
伊
藤
て
い
じ
「
地
方
の
棟
梁
に
よ
る
和
風
建
築
」
『
現
代
和
風
建
築
集
』
第2

巻
、
講
談
社
、

1983

年
、p.7-13 

x

）
関
野
克
他
『
日
本
の
住
宅
』
学
習
研
究
社
、1980

、p.169 
xi

）
海
野
福
寿
、
大
島
美
津
子
校
注
『
家
と
村
』
日
本
近
代
思
想
大
系
第20

巻
、
岩
波
書
店
、

1989

、p.124 
xii

）
『
報
徳
学
斉
家
談
』
で
は
中
国
の
経
書
、
大
学
に
出
典
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
江
戸
時
代

に
は
石
田
梅
岩
、
荻
生
祖
来
、
貝
原
益
軒
ら
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
『
報
徳
学
斉
家

談
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
明
治16

（1883

）
年
に
は
、
自
由
民
権
家
、
斉
藤
捨
蔵
が
『
斉
家
新
論
』
な

る
書
物
を
刊
行
し
て
い
る
。 

xiii

） 

前
掲
『
家
と
村
』p.465 

xiv

） 

前
掲
『
家
と
村
』p.125 

xv

） 

前
掲
『
家
と
村
』p.145 

xvi

） 

前
掲
『
家
と
村
』p.146 

xvii
）
前
掲
『
家
と
村
』p.465 
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図 4-12  主庭断面（南から北を見る） 
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第
五
章 

総
括 

旧
山
崎
家
住
宅
の
評
価 

 

五
‐
一 
旧
山
崎
家
の
歴
史
と
屋
敷
構
え 

 

旧
山
崎
家
の
歴
史 
旧
山
崎
家
住
宅
は
、
静
岡
県
西
部
の
掛
川
市
南
西
郷
に
位

所
在
す
る
。
掛
川
城
か
ら
は
西
に
約
五
〇
〇
ｍ
に
位
置
し
、
北
に
逆
川
、
東
に

新
知
川
に
囲
ま
れ
、
旧
東
海
道
が
東
西
に
と
お
る
市
街
地
に
あ
る
。
敷
地
は
北

に
向
け
て
緩
や
か
な
傾
斜
は
あ
る
も
の
の
、
起
伏
が
ほ
と
ん
ど
な
い
平
坦
な
地

形
で
あ
る
。
山
崎
家
敷
地
の
外
周
に
松
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
通
称
「
松

ヶ
岡
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
は
庭
園
内
に
赤
松
が
自
生
し
そ
の
面
影
を
残
す
。 

 

山
崎
家
は
、
現
在
で
は
一
一
代
ま
で
数
え
る
旧
家
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
期

に
山
崎
万
右
衛
門
を
初
代
当
主
と
し
て
家
を
興
し
、
二
代
目
万
衛
門
よ
り
代
々

掛
川
藩
の
御
用
商
人
を
務
め
た
。
西
町
に
て
油
商
と
し
て
油
・
蝋
燭
な
ど
雑
貨

を
扱
っ
て
い
た
が
、
五
代
目
万
衛
門
（
義
一
）
に
よ
り
西
町
よ
り
店
舗
を
十
王

町
高
屋
敷
に
移
し
た
。
店
で
は
葛
布
の
取
り
扱
い
他
、
新
田
開
発
や
土
地
の
取

得
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
松
本
家
、
鳥
井
家
と
と
も
に
掛
川
御
三
家
と
呼
ば
れ
、

山
崎
家
は
そ
の
筆
頭
と
し
て
名
を
は
せ
た
。
六
代
目
知
盈
は
、
弘
化
年
間
に
屋

敷
を
西
町
か
ら
現
立
地
の
十
王
裏
通
称
「
瓦
屋
敷
」
に
居
宅
を
移
し
た
と
さ
れ
、

こ
れ
は
現
在
の
敷
地
と
考
え
ら
れ
る
。
屋
敷
を
移
し
た
後
の
嘉
永
七
年
一
一
月

四
日
（
安
政
元
年
、
一
八
五
四
年
一
二
月
二
三
日
）
に
遠
州
灘
を
震
源
と
し
た

未
曾
有
の
大
災
害
が
起
き
た
。
掛
川
藩
内
の
被
災
状
況
は
甚
大
で
、
掛
川
城
を

は
じ
め
、
城
下
町
で
は
七
〇
〇
棟
余
り
の
家
屋
が
焼
失
し
た
。
山
崎
家
の
被
害

状
況
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
藩
内
の
被
災
状
況
と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
も
、
大

き
な
被
害
を
受
け
た
と
考
え
や
す
い
。
被
災
後
の
安
政
三
年
に
、
現
在
の
主
屋

が
新
築
さ
れ
た
。 

 

近
代
に
入
り
、
七
代
目
徳
次
郎
は
掛
川
藩
の
負
債
整
理
に
参
与
し
、
御
用
金

の
清
算
と
し
て
、
掛
川
藩
が
所
有
し
て
い
た
近
隣
の
田
畑
、
大
井
川
上
流
等
の

山
林
を
買
い
入
れ
県
下
屈
指
の
富
豪
と
な
っ
た
。
近
代
の
山
崎
家
は
其
の
財
力

を
基
に
、
金
融
・
財
政
基
板
の
整
備
、
生
活
基
盤
の
整
備
、
都
市
交
通
基
盤
の

整
備
な
ど
掛
川
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
そ
れ
は
八
代
目
千
三
郎
に
よ
る
功
績

で
あ
る
。
ま
た
千
三
郎
が
当
主
で
あ
っ
た
、
明
治
一
一
年
に
は
、
明
治
天
皇
に

よ
る
北
陸
東
海
両
道
御
巡
幸
に
て
、
当
家
を
行
在
所
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、

掛
川
で
の
地
位
を
物
語
っ
て
い
る
。
行
在
所
で
あ
っ
た
山
崎
家
は
、
昭
和
八
年

に
史
蹟
と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
戦
後
の
山
崎
家
は
拠
点
を
東
京
に

移
し
、
旧
山
崎
家
住
宅
は
近
隣
の
横
山
家
が
屋
敷
の
維
持
管
理
を
行
っ
た
が
、

平
成
二
四
年
に
市
が
購
入
を
決
定
し
現
在
に
至
る
。 

 

山
崎
家
は
江
戸
後
期
よ
り
掛
川
藩
に
て
御
用
商
人
と
し
て
礎
を
築
き
、
近
代

に
入
り
、
県
下
屈
指
の
富
豪
と
な
り
、
掛
川
市
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。 

 

屋
敷
構
え
と
庭
園 

屋
敷
地
は
、
旧
東
海
道
（
現
静
岡
県
道
三
七
号
掛
川
浜
岡

線
）
か
ら
幅
一
間
半
ほ
ど
の
小
道
を
約
五
〇
ｍ
北
方
に
入
っ
た
位
置
に
立
地
す

る
。
敷
地
は
広
大
で
主
屋
や
長
屋
門
を
は
じ
め
奥
座
敷
、
米
蔵
な
ど
計
一
四
棟

か
ら
な
り
、
焼
杉
仕
上
げ
の
木
塀
で
囲
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
建
物
群
は
南
側
を
開

け
た
コ
の
字
型
の
堀
（
現
状
は
空
堀
り
）
に
囲
ま
れ
る
。
一
部
奥
座
敷
の
み
堀

を
ま
た
い
で
造
成
さ
れ
る
。 

 
家
屋
配
置
は
ほ
ぼ
中
央
に
主
屋
、
南
辺
に
長
屋
門
を
中
心
に
建
て
、
東
に
米

蔵
が
建
つ
。
長
屋
門
東
前
方
に
は
、
旧
跡
指
定
を
記
念
し
た
石
碑
が
建
つ
。
主

屋
に
は
、
北
に
便
所
、
西
に
風
呂
・
便
所
棟
、
二
階
屋
が
付
属
し
そ
の
背
面
に

は
、
奥
座
敷
が
つ
く
ら
れ
る
。
敷
地
背
面
を
み
る
と
、
東
辺
に
中
央
に
納
屋
、
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北
辺
に
味
噌
蔵
、
北
蔵
、
西
蔵
、
奥
蔵
が
並
ぶ
。
西
蔵
北
方
に
は
、
屋
敷
神
を

祭
る
祠
が
二
基
、
そ
し
て
北
辺
に
裏
門
を
作
る
。
外
部
空
間
は
主
屋
の
南
及
び

西
側
に
主
庭
園
が
造
ら
れ
、
赤
松
が
植
え
ら
れ
る
。
背
面
で
あ
る
北
側
に
は
西

蔵
、
北
蔵
、
納
屋
な
ど
で
囲
ま
れ
る
裏
庭
が
あ
る
。
ま
た
奥
座
敷
の
東
西
に
も

芝
庭
が
設
け
ら
れ
、
各
所
で
趣
が
違
う
様
子
が
見
ら
れ
る
。 

 

五-

二 

各
建
物
の
概
要
と
建
築
年
代 

 

 

主
屋 

木
造
平
屋
建
で
一
部
二
階
付
く
。
桁
行
一
九
・
五
ｍ
、
梁
間
一
一
・
八

ｍ
の
規
模
で
、
切
妻
造
、
桟
瓦
葺
、
四
周
庇
付
き
、
銅
板
葺
、
正
面
中
央
に
式

台
付
、
南
面
す
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
主
屋
の
棟
札
か
ら
年
代
が
判
明
し
た
。

棟
札
は
主
屋
棟
木
下
端
（
土
間
境
よ
り
東
付
近
）
に
付
け
ら
れ
、
「
安
政
三
年 

丙
辰
九
月
廿
二
日
吉
辰
」
の
墨
書
き
が
な
さ
れ
る
。
棟
札
の
年
記
よ
り
、
安
政

の
大
地
震
の
あ
と
主
屋
の
造
営
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
近
隣
の
歴
史
的

建
造
物
で
は
、
掛
川
市
内
の
掛
川
城
二
の
丸
御
殿
の
一
部
、
菊
川
市
の
黒
田
家

住
宅
主
屋
な
ど
が
同
時
代
の
建
造
物
で
あ
る
。
旧
山
崎
家
で
も
地
震
後
の
建
築

と
し
て
構
造
的
な
対
処
が
み
ら
れ
、
床
上
部
東
列
と
中
央
列
間
に
半
間
ご
と
に

柱
を
置
き
収
納
や
仏
壇
を
造
る
な
ど
工
夫
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
屋
組
は
、

京
呂
組
み
で
組
ま
れ
る
が
、
土
間
側
と
床
上
部
で
は
組
み
方
を
変
え
る
な
ど
特

徴
が
あ
る
。
大
き
な
改
変
は
、
明
治
中
期
か
ら
大
正
初
の
二
階
屋
や
風
呂
・
便

所
棟
の
接
続
部
、
式
台
部
分
、
昭
和
三
〇
年
代
に
土
間
部
の
居
室
化
を
行
っ
て

い
る
。 

 

奥
座
敷 

主
屋
北
側
に
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
る
立
地
で
、
桁
行
一
一
・
八
ｍ
、

梁
間
八
・
二
ｍ
、
寄
棟
造
、
桟
瓦
葺
で
半
間
幅
の
下
屋
が
つ
く
。
渡
り
廊
下
は

蒲
鉾
天
井
と
特
異
で
、
奥
座
敷
に
は
良
質
の
桧
材
を
用
い
、
南
洋
材
が
使
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
特
筆
で
き
る
。
奥
座
敷
前
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
な
ど
か
ら
建

築
年
代
は
明
治
中
期
か
ら
大
正
初
ま
で
と
推
定
す
る
。
行
在
所
の
玉
座
の
間
と

な
っ
た
表
座
敷
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
建
設
の
由
来
で
あ
ろ
う
。 

 

二
階
屋 

木
造
二
階
建
、
桁
行
七
・
二
ｍ
、
梁
間
六
・
三
ｍ
、
寄
棟
造
、
銅
板

葺
で
あ
る
。
風
呂
・
便
所
棟
の
北
側
に
接
続
し
て
建
ち
、
渡
廊
下
で
奥
座
敷
棟

に
つ
な
が
る
。
こ
の
建
物
も
墨
書
等
年
代
を
示
す
直
接
的
な
史
料
は
見
つ
け
ら

れ
て
い
な
い
が
、
小
屋
組
み
や
渡
り
廊
下
の
仕
様
、
風
呂
・
便
所
棟
と
の
接
続

な
ど
を
鑑
み
る
と
、
奥
座
敷
棟
と
同
時
期
に
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
二
階
部
分
は
、
床
組
み
の
部
材
加
工
痕
か
ら
昭
和
初
期
の
竣
工
で
あ
ろ
う
。 

 

風
呂
及
び
便
所
棟 

桁
行
六
・
六
ｍ
、
梁
間
五
・
四
ｍ
、
平
屋
建
、
寄
棟
造
、

桟
瓦
葺
、
接
続
部
を
除
く
三
面
に
庇
を
廻
し
、
銅
板
葺
で
あ
る
。
東
面
に
主
屋

へ
の
渡
り
廊
下
を
附
属
し
、
北
面
に
二
階
屋
が
接
続
す
る
。
良
質
の
桧
材
を
使

用
し
、
建
具
が
特
異
で
他
の
建
物
と
趣
に
違
い
が
あ
る
。
行
在
所
と
し
て
使
用

し
た
風
呂
と
便
所
は
、
明
治
四
五
年
ご
ろ
に
解
体
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
後
の
建

築
と
考
え
る
。 

 

長
屋
門 

桁
行
一
四
・
五
ｍ
、
梁
間
三
・
六
ｍ
、
入
母
屋
造
、
桟
瓦
葺
、
屋
敷

地
の
南
辺
東
寄
り
に
南
面
し
て
建
つ
。
建
築
年
代
は
明
確
で
は
な
い
が
、
軸
部

に
大
き
な
改
造
も
な
く
、
ま
た
風
蝕
な
ど
か
ら
主
屋
と
同
様
の
時
期
に
建
設
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
初
は
東
側
に
主
庭
に
面
し
た
居
室
が
二
室
接
続
し
、

こ
の
様
子
は
明
治
一
一
年
の
図
面
に
も
描
か
れ
、
東
側
の
柱
に
痕
跡
が
残
る
。 
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中
門
及
び
塀 

長
屋
門
西
北
端
か
ら
主
屋
式
台
に
至
る
も
の
で
、
玄
関
前
庭
と

主
庭
を
区
切
る
。
南
側
五
間
、
北
側
二
間
の
真
壁
造
の
塀
で
、
そ
の
間
に
一
間

棟
門
の
中
門
が
建
つ
。
明
治
期
の
配
置
図
と
昭
和
初
期
の
配
置
図
で
は
形
が
違

う
事
か
ら
式
台
と
同
時
期
の
整
備
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

米
蔵 

桁
行
一
六
・
四
ｍ
、
梁
間
四
・
五
ｍ
、
寄
棟
造
、
桟
瓦
葺
、
平
入
で
、

南
北
に
二
室
設
け
る
。
堀
に
隣
接
し
て
立
ち
、
南
北
の
室
は
、
柱
間
、
野
地
に

差
異
が
見
ら
れ
、
建
築
年
代
に
は
ず
れ
が
あ
る
。
北
側
が
古
く
旧
山
崎
家
住
宅

が
建
設
さ
れ
た
江
戸
後
期
、
後
に
南
側
が
明
治
初
頭
に
増
築
さ
れ
た
も
の
と
推

定
す
る
。 

 

奥
蔵 

西
側
の
堀
に
隣
接
し
て
建
ち
、
敷
地
の
北
東
隅
に
位
置
す
る
。
桁
行
五
・

〇
ｍ
、
梁
間
四
・
一
ｍ
、
土
蔵
造
り
の
平
屋
で
、
切
妻
造
、
桟
瓦
葺
、
南
面
、

平
入
、
一
部
中
二
階
を
造
る
。
「
掛
川
行
在
所
平
面
図
」
で
は
一
室
で
描
か
れ

南
側
に
下
屋
を
延
ば
す
建
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
現
状
は
北
側
の
一
部
が
残
っ

て
い
る
。
建
築
年
代
は
江
戸
末
ご
ろ
と
推
定
す
る
。 

 

西
蔵 

奥
座
敷
棟
の
東
側
に
立
ち
、
桁
行
一
一
・
〇
ｍ
、
梁
間
四
・
六
ｍ
、
切

妻
造
、
平
入
の
二
階
建
の
土
蔵
で
、
奥
蔵
を
背
に
し
て
東
面
す
る
。
南
北
で
二

室
に
分
け
、
二
階
へ
の
上
り
口
の
取
り
方
に
差
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
同
様
の

計
画
で
造
ら
れ
る
。
墨
書
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
期
の
図
面
に
描
か

れ
る
こ
と
か
ら
江
戸
末
か
ら
明
治
初
頭
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。
た

だ
し
、
昭
和
期
の
図
面
で
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
、
書
き
漏
れ
と

判
断
す
る
。 

 

納
屋 

東
側
の
堀
に
隣
接
し
て
建
つ
。
木
造
平
屋
建
で
、
桁
行
九
・
九
ｍ
、
梁

間
三
・
九
ｍ
で
正
面
側
に
庇
を
伸
ば
す
。
南
側
に
は
棟
続
き
の
葺
き
放
ち
の
物

置
が
附
属
す
る
。
内
部
は
南
北
二
室
に
分
け
、
南
側
の
部
屋
に
は
便
所
を
二
箇

所
設
け
て
い
る
。
南
北
境
の
壁
面
に
は
腰
に
下
見
板
張
り
が
設
け
ら
れ
、
当
初

は
南
側
の
み
で
あ
っ
た
。
明
治
一
一
年
の
図
面
で
は
、
三
室
と
し
て
描
か
れ
、

か
つ
南
北
で
差
異
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
南
側
は
江
戸
末
ご
ろ
、
北
側
は
明
治

初
期
と
推
定
す
る
。 

 

北
蔵 

桁
行
一
三
・
六
ｍ
、
梁
間
六
・
三
ｍ
、
寄
棟
造
平
入
の
二
階
建
の
土
蔵

で
、
屋
敷
の
北
端
の
堀
に
沿
っ
て
南
面
し
て
建
つ
。
小
屋
組
は
洋
小
屋(

キ
ン
グ

ポ
ス
ト
ト
ラ
ス)

で
造
ら
れ
、
同
敷
地
内
で
は
唯
一
の
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
金

物
に
よ
る
補
強
や
洋
釘
の
使
用
も
見
ら
れ
る
。
明
治
一
一
年
の
図
面
で
は
、
現

状
の
位
置
よ
り
、
南
に
描
か
れ
規
模
も
違
う
こ
と
か
ら
、
明
治
中
期
以
降
に
造

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

味
噌
蔵 

北
蔵
の
東
面
に
接
続
し
て
建
ち
、
桁
行
七
・
二
ｍ
、
梁
間
四
・
五
ｍ

の
木
造
平
屋
建
、
切
妻
造
、
桟
瓦
葺
で
、
内
部
を
東
西
二
室
に
分
け
る
。
小
屋

組
は
和
小
屋
で
造
ら
れ
、
柱
間
寸
法
は
真
々
を
尺
で
と
ら
え
て
い
る
。
明
治
一

一
年
の
図
面
で
は
、
北
蔵
同
様
位
置
が
違
う
た
め
、
北
蔵
と
同
時
期
に
明
治
中

期
以
降
に
建
設
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。 

 

金
庫
蔵 

西
蔵
や
、
奥
蔵
、
奥
座
敷
棟
に
囲
ま
れ
た
位
置
に
立
地
す
る
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
で
、
屋
根
は
陸
屋
根
の
蔵
で
、
台
形
の
平
面
造
ら
れ
、

メ
ー
ト
ル
法
で
計
画
さ
れ
る
。
開
口
部
は
二
カ
所
設
け
ら
れ
、
主
扉
と
窓
型
の

扉
を
も
ち
、
共
に
頑
丈
な
鉄
扉
で
造
ら
れ
る
。
内
部
や
外
部
に
タ
イ
ル
を
使
用
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す
る
。
や
は
り
こ
の
建
物
も
年
代
を
示
す
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
寸

法
計
画
や
構
造
な
ど
か
ら
昭
和
初
期
ご
ろ
と
推
定
す
る
。 

 

五
‐
三 

旧
山
崎
家
住
宅
の
建
築
的
特
徴
と
価
値 

 

主
屋
に
附
属
す
る
北
側
便
所
を
加
え
る
と
一
四
棟
が
現
存
す
る
。
現
在
の
地

に
は
、
六
代
知
盈
が
弘
化
年
間
に
西
町
か
ら
屋
敷
地
を
移
し
た
と
さ
れ
、
安
政

の
大
地
震
の
被
害
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
当
時
の
建
物
が
残
っ
て

い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
安
政
の
大
地
震
後
の
整
備
は
、
主
屋
が
安
政
三
年
（
一

八
五
六
）
に
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
長
屋
門
、
奥
蔵
、
西
蔵
、
米
蔵
（
北
側
）
及

び
納
屋
（
南
側
）
が
建
設
さ
れ
た
。
行
在
所
と
な
っ
た
明
治
一
一
年
（
一
八
七

八
）
ま
で
に
は
、
米
蔵
及
び
納
屋
の
増
築
が
行
わ
れ
、
明
治
中
期
か
ら
大
正
初

期
に
主
屋
の
表
座
敷
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
新
た
な
座
敷
が
必
要
と
な

り
、
奥
座
敷
棟
及
び
二
階
屋
の
一
階
が
造
営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

明
治
四
五
年
ご
ろ
に
主
屋
北
の
附
属
屋
（
風
呂
及
び
便
所
）
が
解
体
さ
れ
、
現

在
の
風
呂
・
便
所
棟
が
造
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
北
蔵
や
味
噌
蔵
、
金
庫
蔵
が
整

備
さ
れ
、
現
在
の
屋
敷
構
え
が
完
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
建
造
物
に
合
わ
せ
て
継

続
的
に
庭
の
整
備
・
維
持
が
な
さ
れ
、
屋
敷
構
え
全
体
が
比
較
的
良
好
な
状
態

で
残
る
。 

主
屋
の
建
築
当
初
の
姿
は
、
明
治
一
一
年
の
「
掛
川
行
在
所
平
面
図
」
に
示

さ
れ
る
平
面
形
式
に
近
い
と
推
定
す
る
。
東
側
を
土
間
部
と
し
、
そ
の
右
辺
に

三
室
を
配
す
る
。
西
側
は
三
列
一
〇
室
を
配
し
、
西
面
及
び
北
面
に
附
属
屋
が

三
棟
つ
く
。
こ
の
平
面
形
式
は
黒
田
家
住
宅
主
屋
と
酷
似
し
て
お
り
、
居
室
の

配
置
が
二
列
八
室
と
規
模
に
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、
式
台
の
取
り
方
、
附
属
屋

の
配
置
な
ど
類
似
性
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
東
を
土
間
と
し
、
西
に
床
上
部

（
座
敷
）
を
造
り
そ
の
前
方
に
主
庭
を
置
く
配
置
は
、
静
岡
県
遠
州
地
方
で
は
、

一
般
的
な
位
置
関
係
と
い
え
、
重
要
文
化
財
で
あ
る
大
鐘
家
住
宅
、
旧
中
村
家

住
宅
に
も
共
通
す
る
。 

架
構
面
で
は
、
安
政
の
地
震
後
の
建
築
で
あ
る
た
め
、
地
震
に
対
す
る
工
夫

が
み
ら
れ
る
。
四
面
に
一
間
幅
の
下
屋
を
ま
わ
す
架
構
が
あ
げ
ら
れ
、
大
鐘
家

住
宅
主
屋
に
お
い
て
は
、
地
震
後
の
増
築
で
加
え
ら
れ
、
黒
田
家
住
宅
主
屋
で

も
文
久
元
年
ご
ろ
の
新
築
時
に
下
屋
を
ま
わ
す
。
柱
配
置
で
は
、
床
上
部
西
列

と
中
央
列
間
の
梁
間
方
向
に
約
三
尺
を
経
て
柱
を
密
に
建
て
、
疎
ら
な
座
敷
側

の
軸
部
を
固
め
て
い
る
。
小
屋
組
は
土
間
境
で
架
構
を
変
え
、
土
間
部
は
三
段

に
梁
を
組
み
、
床
上
部
は
二
段
に
梁
を
組
み
、
そ
の
上
を
束
と
貫
だ
け
で
小
屋

を
組
み
、
要
所
に
は
筋
違
風
の
斜
材
を
付
け
る
。 

こ
の
よ
う
に
旧
山
崎
家
住
宅
は
、
主
屋
の
み
が
明
確
な
年
代
を
示
す
棟
札
が

発
見
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
建
造
物
は
類
推
の
域
を
出
て
い
な
い
が
、
江
戸
時
代

末
期
か
ら
昭
和
時
代
初
期
に
か
け
て
順
次
建
設
さ
れ
た
建
造
物
群
が
、
庭
園
や

堀
と
共
に
現
存
す
る
。
屋
敷
構
え
は
、
遠
州
地
方
の
典
型
例
と
い
え
、
一
部
に

増
改
築
が
み
ら
れ
る
が
、
今
日
ま
で
良
好
な
状
態
で
残
り
、
周
辺
の
宅
地
化
が

進
む
な
か
、
屋
敷
林
や
庭
な
ど
と
合
わ
せ
豊
か
な
景
観
を
今
に
伝
え
貴
重
で
あ

る
。
主
屋
は
平
面
形
式
や
地
震
後
の
工
夫
な
ど
類
例
と
の
共
通
項
も
見
ら
れ
、

規
模
や
架
構
に
は
独
自
性
が
あ
り
、
構
造
的
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
江
戸
時
代
末

期
の
大
規
模
な
民
家
と
し
て
価
値
が
あ
る
。
ま
た
、
奥
座
敷
棟
や
二
階
屋
、
風

呂
・
便
所
棟
な
ど
良
質
の
桧
材
を
用
い
南
洋
材
を
用
い
な
い
点
、
特
徴
的
な
座

敷
飾
り
や
蒲
鉾
型
天
井
を
も
つ
廊
下
な
ど
、
近
代
和
風
の
意
匠
を
今
に
伝
え
貴

重
で
あ
る
。 
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図 6-1  棟木に打ち付けられた棟札（取り外し前） 
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